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映画クーポン
付いてます！

こう見えて
病院なんです。
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1 月 18 日、取材のため指宿

市の「がん粒子線治療研究

セ ン タ ー」 に 伺 い ま し た。

２ 回 目 の 取 材 と な る 今 回、

市民の皆様に十分な情報を

伝えられるようにと意気込

んだ結果が今月の特集です。

今月号の特集は、昨年度指宿市に完成した

「がん粒子線治療研究センター」を中心と

したものです。九州で唯一「がんの粒子線

治療」を行うことのできる施設です。

本
市
発
展
の
為
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
試

み
と
し
て
、
平
成
24
年
度
予
算
の
編
成
に
お
い
て
新
し

く
「
枠
配
分
方
式
」
を
取
り
入
れ
る
事
と
し
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
よ
り
市
民
の
皆
様
に
近
い
担

当
課
職
員
の
意
見
を
反
映
出
来
る
仕
組
み
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
従
来
は
、
担
当
課
が
積
み
上
げ
て
き
た
予
算

原
案
を
財
政
課
が
査
定
す
る
方
式
で
し
た
。
こ
れ
に
対

し
「
枠
配
分
方
式
」
は
、
各
担
当
課
に
一
定
の
予
算
を

配
分
し
現
場
の
声
を
活
か
す
形
で
優
先
順
位
を
担
当
課

が
決
め
て
予
算
化
す
る
方
法
で
す
。
今
回
は
、
こ
れ
に

加
え
て
市
長
の
公
約
や
施
策
方
針
に
関
わ
る
政
策
を
「
市

長
枠
」
と
し
て
計
上
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
景
気
低
迷
・

政
治
の
不
安
定
・
大
震
災
の
影
響
・
桜
島
の
降
灰
被
害

等
厳
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
６
次
産
業
化
や
体

験
型
観
光
等
を
通
じ
交
流
人
口
を
増
や
し
て
ゆ
く
事
で
、

「
元
気
な
垂
水
」
づ
く
り
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。
市

民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
1
月
の
主
な
動
き
／
２
日
：
柊
原
海
浜
親
子
駅
伝
大

会
／
３
日
今
宮
神
社
祭
示
／
４
日
：
仕
事
始
め
式
／
５

日
：
成
人
式
／
６
日
：
消
防
出
初
め
式
／
12
日
：
桜
島

火
山
爆
発
総
合
避
難
訓
練
／
14
日
：
Ｕ

－

10
サ
ッ
カ
ー

大
会
・
県
下
一
周
駅
伝
結
団
式
／
21
日
：
平
野
防
災
担

当
大
臣
来
鹿
（
桜
島
対
策
等
意
見
交
換
）・
交
通
安
全
対

策
会
議
／
31
日
：
県
市
長
会
・
知
事
と
の
意
見
交
換
会

◎２月 14 日（火）13:00 ～ 14:00
◎３月 15 日（木）13:00 ～ 14:00

NEWS

light バージョン

特集

今月
表紙

１階
市長

月に１回、本庁舎正面玄関フロアにおいて、「１階市長
席」を設け、市長が市民の皆様からのご意見などを伺っ
ております。（公務のため、やむを得ず日程変更や副市
長が対応する場合がございます。）

市 長 日 記

本
格
的
な
寒
さ
の

季
節
と
な
り
、
就

任
２
年
目
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
は
「
継
続
」

か
ら
「
挑
戦
」
と

い
う
気
持
ち
で
、
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－

17 知っておきたい新しいがん治療
～ふたたび～



鹿児島ミッテ 10　　広報たるみず

新作映画紹介／シネマシネマ
　広報たるみずでは、鹿児島ミッテ 10 の御協力のもと、「シ
ネマクーポン券」付きコンテンツを、平成 23 年５月から展
開し、主な公開作品をご紹介しています。（日付は公開日）

◎鹿児島ミッテ 10 通常料金
　一　般　　　　1,800 円
　大学生　　　　1,500 円
　高校生　　　　1,000 円
　中学生・小人　1,000 円
　シニア　　　　1,000 円
　※小人：3 歳以上
　※シニア：60 歳以上
　※ 3D 作品は +300 円
◎上映に関する問い合わせ
　鹿児島ミッテ 10
　☎ 099-812-6662

鹿児島ミッテ 10
シネマクーポン

アミュプラザ鹿児島内鹿児島ミッテ 10
でご利用ください。

〔キリトリ〕

〔キリトリ〕

〔キリトリ〕

〔キリトリ〕

鹿児島ミッテ 10
シネマクーポン

鹿児島ミッテ 10
シネマクーポン

鹿児島ミッテ 10
シネマクーポン

※本券を劇場窓口にお示しください。
※本券１枚で２名様有効です。
※大・高・中学生は学生証が必要です。
※他のサービス・割引券などとの併用はできません。

鹿児島ミッテ 10
広報たるみずspecial

平成 24 年 2/1( 水 ) ～ 5/1( 火 )有効期間

※本券を劇場窓口にお示しください。
※本券１枚で２名様有効です。
※大・高・中学生は学生証が必要です。
※他のサービス・割引券などとの併用はできません。

鹿児島ミッテ 10
広報たるみずspecial

平成 24 年 2/1( 水 ) ～ 5/1( 火 )有効期間

※本券を劇場窓口にお示しください。
※本券１枚で２名様有効です。
※大・高・中学生は学生証が必要です。
※他のサービス・割引券などとの併用はできません。

鹿児島ミッテ 10
広報たるみずspecial

平成 24 年 2/1( 水 ) ～ 5/1( 火 )有効期間

◎シネマクーポンご利用上の注意
　①クーポンは、鹿児島ミッテ 10 でのみ利用可能です。
　②ここでご紹介している以外の作品にもご利用いただけます。
　③一部、特別興行にはご利用できません。

ご愛好により有効期間がなが～くなりました。

▲

R15+

2/17 　金2/18 　土2/25 　土

2/4　土 2/3　金

2/11    　土 2/10　金2/11　土



垂水市では次のような取組を行っています。NEWS

◎問い合わせ先
農林課振興係☎内線 241

◎問い合わせ先
消防本部☎ 32-1019

NEWS

01

NEWS

02

リーフ茶の消費拡大普及啓発事業を水之上小学校で実施！

平成 24 年垂水市消防出初め式を行いました！

　12 月 7 日（水）、リーフ茶（急須で入れるお茶）に親しん

でもらおうと、垂水市茶業振興会（会長：前田清輝氏）から

水之上小学校へ垂水産のお茶の贈呈と、5 年生に対してお茶

の種類や効能、おいしいお茶の入れ方についての講義が行わ

れました。近年、ペットボトルのお茶が普及してきたことに

より、リーフ茶の消費が低迷していることから、茶業振興会

では普及活動の一環として今回初めて実施されました。

　１月６日（金）、新春恒例の平成 24 年垂水市消防出初め式が行われ、市中行進の後、垂水小学校校庭において観閲式

や機械器具点検、垂水市幼年消防クラブによる行進、操法（ポンプ車操法）、放水演習（ポンプ車）、表彰式が行われました。

贈呈・講義で使用されたお茶は
大野原地区の５戸の生産農家で生産されたお茶→
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店内（テーブル 18 席・座敷１席）

麺のゆで加減は、長年の感覚で調整。

店主  和田　いづみ
住所  垂水市海潟 695
電話  0994-32-1705（和田電器兼用）
営業  11:00 ～ 15:00（予約で 20 時まで可）
定休  第１・３日曜日

たえラーメン
Tae  Chinese  Noodles

　

元
々
農
業
を
し
て
い
た
タ
エ
子
さ
ん
が
、

60
才
を
前
に
心
機
一
転
。
市
外
で
ラ
ー
メ
ン

店
を
営
む
義
兄
の
元
へ
修
行
に
通
い
、
た
え

ラ
ー
メ
ン
を
開
店
。
そ
れ
か
ら
26
年
。
地
元

の
食
堂
的
存
在
と
な
り
、
特
に
漁
業
・
農
業

関
係
の
常
連
さ
ん
が
多
い
と
か
。
味
の
要
と

な
る
ス
ー
プ
は
、
早
朝
５
時
か
ら
約
４
時
間

半
か
け
て
じ
っ
く
り
煮
込
み
、
豚
骨
と
鶏
ガ

ラ
の
エ
キ
ス
を
抽
出
。
し
っ
か
り
と
し
た
ダ

シ
が
染
み
わ
た
り
、
疲
れ
た
身
体
を
癒
し
て

く
れ
る
。
ま
た
人
気
の
焼
メ
シ
に
は
、
娘
さ

ん
夫
婦
が
育
て
た
お
米
を
使
用
。
お
持
ち
帰

り
用
の
容
器
を
持
参
す
る
人
も
多
く
、
細
か

く
刻
ん
だ
自
家
製
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
が
ア
ク
セ

ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。「
教
わ
っ
た
味
を
守
り

続
け
て
い
き
ま
す
。」
と
店
主
。
熱
い
想
い
と

懐
か
し
い
味
わ
い
を
ど
う
ぞ
召
し
上
が
れ
。

アクセス

サイドメニュー
焼メシ（スープ付き）   ￥600

国道 220 号

和光保育園
ガソリン

海潟漁港
垂水市漁業協同組合

至
鹿
屋

至
桜
島
口

#10

ラーメン
 ￥550

麺好き万歳！ラーメン編 !! ～ 5 玉目～

初代店主　：和田タエ子さん（左）→
二代目店主：和田いづみさん（右）
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垂水市では次のような取組を行っています。NEWS

◎問い合わせ先
社会教育課社会教育係☎ 32-0224

NEWS

03 平成 24 年垂水市成人式を行いました！

　１月５日（木）、垂水市文化会館において「平成 24 年

垂水市成人式」を行いました。今年の成人数は 175 名、

うち 147 名（男性 79 名・女性 68 名、出席率 84%）が

出席されました。

二十歳の主張（抜粋）

私たちは自分の行動に責任を持

ち、社会の一員として常に向上

心を持って、前進する覚悟でお

ります。これからは、このふる

さとを自分の誇りとして心に刻

んで行きたいと思っています。

そして後に続く、後輩たちの見

本となるような社会人を目指し

ていきます。

私は「いかなる苦難も、永遠に

幸福になるための試練でありま

す」という言葉に何度も励まさ

れています。これは自分に起こ

る全てが自分を成長させてくれ

る肥料になる、ということです。

若い力を持った私たちが未来を

照らし行く存在へ成長していく

ことをここに誓います。

この春から栄養士として県外へ

就職します。今思えば、食に興

味を持ち、今の仕事につきたい

と思わせてくれたのは、垂水の

豊かな自然があったからだと思

います。これからくじけそうに

なることもあると思いますが、

垂水で過ごした日々を思い出し

て乗り越えていきたいです。

高校を卒業し大学に進学した今

でも協和で過ごした９年間は自

分を支える大きな土台となって

います。また昨年の東日本大震

災から皆で力を合わせる大切さ

を強く感じ、社会の一員として

世界や国、地域の関わりを広げ、

協和和合をモットーに歩んでい

きたいと思います。

牛根中学校卒業

山下  尚樹さん

垂水中学校卒業

西原  郁子さん

垂水南中学校卒業

永田  真唯さん

協和中学校卒業

平野  幸二さん

↑成人式実行委員会（本市の成人式は、新成人で構成される実行委員会
で企画・運営されております。実行委員の皆さんご苦労様でした。）
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いざ、図書館へ！

◎垂水市立図書館
　問い合わせ先：☎ 0994-32-7111
　開館時間：午前 9 時 30 分～午後 6 時

light バージョン

水の柩
（道尾秀介）

自分が “ 普通 ” で退屈なことを嘆く中学 2 年の
逸夫と、両親が離婚し級友からいじめを受け
“ 普通 ” を欲する敦子。あるきっかけで言葉を
交わすようになったふたりだが、敦子には秘め
た決意があって…。『小説現代』連載を書籍化。

ジェントルマン
（山田　詠美）

森崎友紀の野菜ごはん
＆スープ BOOK
（森崎　友紀）

ヒア・カムズ・ザ・サン
（有川　浩）

しぶとく生きろ
（野坂　昭如）

これでおしまい
（佐藤　愛子）

チェインギャングは
忘れない（横関　大）

セカンドライフのための
住み替えＱ＆Ａ（袖井　孝子）

ぼくらの昆虫採集
（養老　孟司）

放蕩記（村山由佳）

娘・夏帆、38 歳、小説家。母・美紀子、
78 歳、主婦。強烈すぎる母親の呪縛か
ら逃れようともがく夏帆に、母を赦せる
日は訪れるのか。濃密で普遍的な、愛憎
と感動の物語。村山由佳、衝撃の半自伝
的小説。

大草直子の
“ 考えるおしゃれ ”（大草直子）

もう毎シーズン、トレンドを追いかけ
なくてもいい ! 自分らしいおしゃれをみ
つける方法を示し、体型をカバーする
テクニックを写真つきで具体的に解説
します。巻末に書き込みページあり。

知識ゼロから
始める facebook 疑問完全解消
ブック（八木重和）

実名で登録しなかった場合、何か罰則があるの ? 
どのくらいの情報を登録すれば個人が特定できな
い ? 友だち作りからビジネスチャンス探しまで、
facebook の疑問・不安を 144 の Q&A で完全解説。

図書館に所蔵している図書は、お一人 10 冊までで
２週間借りることができます。また、図書以外に雑
誌も併せて借りることができますのでどうぞお気軽
においでください。また、新聞も８紙ありますので
ご自由に閲覧ください。

●ちっちゃいおはなし会（10:30 ～）
　2/1（水）・2/15（水）

●おはなしの時間（14:00 ～）
　2/18（土）

●２月休館日
　2/6（月）・2/11（土・祝）・2/13（月）
　2/20（月）・2/27（月）
●３月休館日
　3/5（月）・3/12（月）・3/19（月）・3/26（月）

収納のいろは
（若井　修子）

今月の
オススメ

１

お知らせ 新着本

今月の
オススメ

２

今月の
オススメ

４

今月の
オススメ

３
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垂水市では次のような取組を行っています。NEWS
▼ 意見募集期間

　２月１日（水）～３月１日（木）30 日間

▼ 担当課

　保健福祉課　児童障害者係（☎内線 127）

▼ 意見募集の趣旨

　垂水市では、障がいのある方の自立や社会参加の促進

を図るために「第３期垂水市障害福祉計画」を策定し、

障害福祉サービスの充実に努めてまいります。今回の策

定に際して、事前に市民の皆様に計画概要をお示しし、

各種障害福祉サービス・事業等の内容の周知を図り、計

画や本市の取り組みに対しての意見を募ります。

▼ 計画の概要

　本計画は、障害者自立支援法第 88 条の規定に基づく「市

町村障害福祉計画」で、障害福祉サービス、相談支援及

び地域生活支援事業の必要量を見込み、また、その確保

に関して必要な事項を定めるもので、平成 19 年度から

26 年度を計画期間として策定された「垂水市障害者計

画」の実施計画として位置付けられるものです。計画期

間は平成 24 年度から 26 年度までの 3 カ年間となってお

り、国・県の示す基本方針・指針に則って策定します。

▼ 素案資料閲覧場所

　担当課、情報公開室、牛根・新城両支所

　垂水市ホームページ

▼ 意見提出方法

　直接・郵送・ＦＡＸ・メール

▼ お問合わせ・提出先

　垂水市保健福祉課　児童障害者係（☎内線 127）

　☎ 0994-32-1111　FAX：0994-32-6625

　メール：23-4 ＠ city.tarumizu.lg.jp

　潮彩町振興会が、財団法人 自治総合センターが実施す

るコミュニティ助成事業の助成を受けて、「潮彩町公民

館」を建設しました。

　このたび完成した公民館は、子育て中の若い人から高

齢者、車いすの利用者なども気軽に利用でき、災害発生

時等の一時退避、緊急避難の場所としての利用も想定さ

れた造りとなっています。今後、この公民館は地域交流

の拠点として、振興会、子ども育成会、いきいきサロン

をはじめ各種団体やグループに活用され、地域の発展に

大いにつながるものと期待されます。

※宝くじの助成金とは？
㈶自治総合センターが宝くじの社会

貢献広報事業の一環として、地域住

民のコミュニティ活動や自治組織の

形成を促進するために必要な施設な

どの整備に助成する制度です。

◎問い合わせ先
保健福祉課児童障害者係☎内線 127

◎問い合わせ先
企画課地域政策係☎内線 245

NEWS

04

NEWS

05

第３期垂水市障害福祉計画（案）
のパブリックコメント実施

宝くじの助成金で潮彩町公民館が建設されました！
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青空に映える真っ白な建物。

一見、おしゃれな会社か何かに見えるここは、実は病院。

九州ではここでしか受ける事の出来ない医療技術があります。

今月は、昨年度もご紹介した、

この病院「がん粒子線治療研究センター」を中心に

「がん」に関するお話です。

特集 知っておきたい
新しいがん治療

～ふたたび～

◎がん粒子線治療研究センター
　（メディポリス指宿内）
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実
は
昨
年
度
も

掲
載
し
た
特
集
な
ん
で
す

　

冒
頭
で
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、「
が

ん
粒
子
線
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
は

昨
年
度
（
平
成
23
年
３
月
号
）
も
ご

紹
介
し
た
施
設
で
す
。
し
か
も
特
集

タ
イ
ト
ル
も
同
じ
。
あ
え
て
同
じ
に

し
た
理
由
は
、
年
末
に
聞
い
た
「
今

度
家
族
が
、
が
ん
粒
子
線
治
療
研
究

セ
ン
タ
ー
で
治
療
を
受
け
る
ん
だ
け

ど
、
そ
う
い
う
場
所
が
あ
る
の
知
ら

な
か
っ
た
。」
と
い
う
声
で
す
。
も

し
も
の
時
に
備
え
る
た
め
に
お
知
ら

せ
し
た
は
ず
の
昨
年
度
。
ご
存
じ
で

な
い
方
が
い
た
こ
と
に
、「
せ
め
て

垂
水
市
民
だ
け
は
、
み
ん
な
知
っ
て

い
て
ほ
し
い
」
と
強
く
願
う
か
ら
な

の
で
す
。
が
ん
治
療
に
お
い
て
、
当

事
者
が
、治
療
法
の
選
択
肢
を「
知
っ

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
治
療
へ

の
納
得
度
が
異
な
る
と
聞
き
ま
す
。

あ
る
先
生
は
言
い
ま
す
「
知
ら
な
い

こ
と
ほ
ど
、
不
幸
な
こ
と
は
な
い
」

と
。
今
月
は
、
新
た
に
取
材
し
た
内

容
を
も
と
に
、「
知
っ
て
お
き
た
い

新
し
い
が
ん
治
療
」
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
本
特
集
は
、「
こ

特集　知っておきたい新しいがん治療～ふたたび～

の
病
院
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
自
身
の
知
識
と
し
て
頭
の
片
隅
に

留
め
て
い
た
だ
き
、
が
ん
と
診
断
さ

れ
た
際
の
選
択
肢
の
幅
を
広
げ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

お
さ
ら
い

が
ん
粒
子
線
治
療

研
究
セ
ン
タ
ー
と
は

　

が
ん
粒
子
線
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
」）
は
、
昨
年

４
月
に
本
格
稼
働
し
た
「
粒
子
線
に

よ
る
が
ん
治
療
・
研
究
」を
行
い
、「
病

院
ら
し
く
な
い
病
院
、
患
者
さ
ん
ら

し
く
な
い
患
者
さ
ん
が
い
る
病
院
」

を
理
念
と
し
て
い
る
病
院
で
す
。「
メ

デ
ィ
ポ
リ
ス
指
宿
」
敷
地
内
に
開
設

さ
れ
、
１
月
10
日
現
在
１
８
５
症
例

を
治
療
し
て
い
ま
す
。ま
た「
リ
ゾ
ー

ト
医
療
」
と
い
う
考
え
方
も
特
徴
の

一
つ
で
す
。
が
ん
は
、
患
者
さ
ん
だ

け
で
な
く
家
族
に
と
っ
て
も
つ
ら
い

病
気
で
す
。
一
般
的
に
入
院
し
て
治

療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
は
、
家
族
と

離
れ
て
の
生
活
に
な
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
敷
地
内
に
あ
る
宿
泊
・
運
動

施
設
と
の
連
携
で
、
家
族
も
一
緒
に

滞
在
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
の
ん

び
り
と
豊
か
な
気
持
ち
で
家
族
と
滞

在
し
、
励
ま
し
を
受
け
な
が
ら
治
療

す
る
新
し
い
医
療
が
あ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る

粒
子
線
は
陽
子
線

　

が
ん
治
療
の
放
射
線
は
、
大
き
く

光
子
線
と
粒
子
線
の
２
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
光
子
線
と
は
電
磁
波
で
、

Ｘ
線･

ガ
ン
マ
線
な
ど
従
来
の
放
射

南東北がん陽子線治療センター

◎日本の粒子線治療施設

群馬大学医学部附属病院
重粒子線医学センター

静岡県立静岡がんセンター

福島県立病院
陽子線がん治療センター

兵庫県立
粒子線医療センター
※陽子線と炭素線（重イオン線）
　の２種類の粒子線治療

筑波大学附属病院
陽子線医学利用研究センター

国立がん研究センター東病院

放射線医学総合研究所
重粒子医科学センター

メディポリス医学研究財団
がん粒子線治療研究センター

2011 年 7 月現在、日本には粒子線がん治療施設が

９ヵ所（重粒子線：３、陽子線：７）あります。

※参照：財団法人医用原子力技術研究振興財団 HP

　 重粒子線　　陽子線

線
治
療
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
粒

子
線
は
、
水
素
の
原
子
核
・
炭
素
の

原
子
核
等
の
粒
子
を
利
用
し
た
放
射

線
で
、
こ
れ
ら
の
粒
子
を
用
い
た
放

射
線
治
療
を
「
粒
子
線
治
療
」
と
言

い
ま
す
。
さ
ら
に
、粒
子
線
治
療
は
、

「
重
粒
子
線
」
と
「
陽
子
線
」
に
分

け
ら
れ
、
セ
ン
タ
ー
で
は
陽
子
線
を

利
用
し
た
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

九州唯一の施設！
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ドクター、素朴な疑問にお答えてください！
がん粒子線治療研究センターで実際の診察を行うドクターのお二人に、お話をお伺いしました。

教えて
ドクター

　焦らず、真正面から向き合うことが大事です。が

んは不思議な病気で、それまでは体の中にあり、普

段どおり生活をしていたのに、診断された瞬間に「が

ん患者」になってしまい、先行きの不安から気持ち

が落ち込んでしまいます。まずは、主治医の先生に

治療法を聞き、さらに「セカンド・オピニオン」で

複数の医師から意見を聞くことを強くお勧めします。

そして、自分が納得のいく治療法を決めたら、治療

してくださる先生を信じて、治療を始めてください。

　セカンド・オピニオンとは、よりよい決定を自ら行う

ため、一人の医師の意見だけで決めてしまわずに、別の

医師の意見も聞いて患者自身が治療法などを決めること

を指します。この際、大事なことは「聞きたいことは全

部聞くこと」です。遠慮はいりません。医師の顔色を伺い、

聞きたいことを聞かなければ、自分が納得出来る医療を

受けることはできません。「セカンド・オピニオンを行

うならどこの病院がいいですか？」、「どこで手術を受け

たらいいですか？」など何でも聞いていいのです。私た

ちの場合、症状を見て、粒子線治療にこだわらず、「こ

の場合は手術の方をお勧めします」など、手術や最新の

Ｘ線治療などについても、ご説明いたします。「そんな

こと前の病院では教えてもらえなかった」なんてことも、

時には起こりえることです。県民性か、鹿児島県の方は

関西の方より遠慮がちな一面もあります。遠慮せず、ど

んどん聞きたいことを聞いてください。

▲がん粒子線治療研究センターのスタッフ：センターでの治療後は、

主治医のもとに戻り、定期的な経過観察を行います。スタッフの看護

師による電話やメールでのケアも行っています。

▼ がんとは：腫瘍には身体に悪影響を及ぼす良性腫瘍と、悪性腫瘍に

分類されます。がんは、この悪性腫瘍の一般的な呼び方です。また、

悪性新生物と表現される場合もあります。

◎がん粒子線治療研究センターの
　セカンド・オピニオンの費用

１準備する資料

　（１）主治医の紹介状（診療情報提供書）

　（２）CT 画像

　　　（検査済みならば MRI 画像、PET 画像）

　（３）その他、生検、検査等の検査結果

２診察料：16,275 円

　※菱川センター長の診察ご希望の場合 37,275 円

「がん」と診断されたら
どうしたらいいですか？

1

セカンド・オピニオンで
遠慮は無用？

2

特集　知っておきたい新しいがん治療～ふたたび～

有村医師

セカンドオピニオンでは徹底的に
聞いてください。聞きたいことは
全部聞いてください。遠慮は無用
です！それが患者さんの権利です。
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Ｘ線の場合
①がん細胞以外の体表部は、がん細胞よりも多くの放射線の影響を

　受け、がん細胞より後ろにある細胞にも影響がある。

②形を加工することができない。

③（心臓や肺などの）障害が発生すると致命的な臓器を避けて、照

　射する必要がある。

④放射線感受性の低い細胞には適応しにくい。

⑤基本的に保険が適応される。

粒子線の場合
①がん病変に多くのエネルギーを照射しつつ、周囲の正常組織への

　影響を軽減できる。

②形を加工したり、最大エネルギーを放出する位置を調整したりす

　ることができる。

③最大エネルギーを放出した後は、消滅し、がん細胞より後ろの細

　胞には影響がない。

④放射線感受性の低い細胞も適応となる場合がある。

⑤保険が適応されない。（費用については次ページで説明いたします）

▲シンクロトロン：「がんを切らずに治療」する粒子線

治療において、必要不可欠な装置が上写真の装置「シ

ンクロトロン」です。シンクロトロンは加速器のことで、

粒子をより光速近くまで加速するもので、加速された

粒子が、がん病巣に向けて照射されます。

▲粒子線治療室
粒子線治療と
Ｘ線治療の違いは？

４

特集　知っておきたい新しいがん治療～ふたたび～

　粒子線治療は、放射線治療の一つです。最大の特徴は、ブラッグ

ピーク（左下表参照）というエネルギー放出の物理学的な特性です。

その為、Ｘ線治療が苦手としていた、体の奥にあるがん病巣に対し

ても集中して致死的ダメージを与えることが可能となり、がん病巣

前後の正常組織へのダメージはほとんどありません。従来の放射線

治療と同様に治療中の痛みや熱などを感じることもありません。

◎粒子線治療の 4 つの特徴

　①治療開始前に立てたスケジュール通りに治療が終了する 。

　②仕事や日常生活を続けながら、外来での治療が可能である。

　③高齢者や基礎疾患を持っている方にも優しい治療。

　④治療後の社会復帰が容易。

粒子線治療って何がいいの？
ブラッグピーク？

３

◎Ｘ線と粒子線（陽子線）の比較

荻野医師

粒子線治療は、正常組織への
影響が少なく、病巣にピンポ
イントでダメージを与えるこ
とが大きな特徴です。体にや
さしい医療と言えます！

相
対
線
量

体面からの深さ←浅い 深い→

Ｘ線

ブラッグピーク

がん病巣
粒子線

（陽子線）
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荻野  尚  医師

Takashi Ogino
がん粒子線治療研究センター医療部
センター長代理／資格等：医学博士、
放射線治療専門医、第 I 種放射線取
扱主任者／一言「がんと言われても
決してあわててはいけません。しっ
かり考え、複数の医師から話を聞く
ことが大事です。」

有村  健   医師

Takeshi Arimura
がん粒子線治療研究センター
医療部診療部長／資格等：放
射線治療専門医／一言「乳が
んを切らずに治せる可能性を
探究したい！女性の多くの方
がそれを望んでいると思いま
す。がんばります！」

がん粒子線治療研究センターでは現在、「切らずに乳がんを治療する」ため、乳がんの粒子線治療への取組も
行っており、今後の更なる活躍が期待されています。（がん粒子線治療研究センター☎ 0993-24-3456）

◎がん粒子線治療にかかる費用

（例）自己負担が総額約 300 万円の場合

（例）民間生命保険の先進医療特約がある場合

自己負担

自己負担総額約 300 万円

自己負担
（3 割）

保険給付
（7 割）

先進医療の技術料
（がん粒子線治療の技術料）

健康保険給付対象外 健康保険給付対象

技術料以外
（診察・入院など）

288 万 3 千円

※上記例は、あくまでも目安です。

　保険会社では、月々の保険料にプラス約 100 円で先進
医療の技術料を最高 1,000 万円まで保障する商品も販売。

特集　知っておきたい新しいがん治療～ふたたび～

　
　
　
粒
子
線
治
療
が

　
　
　
適
応
さ
れ
る
が
ん

　

粒
子
線
治
療
が
適
応
さ
れ
る
が
ん

は
、
左
表
の
と
お
り
大
き
く
11
種
類

に
分
類
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
胃
や

大
腸
な
ど
消
化
管
の
が
ん
、
複
数
の

リ
ン
パ
節
転
移
の
あ
る
が
ん
、
血
液

の
が
ん
な
ど
は
、
粒
子
線
治
療
の
適

応
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
治
療
費
に
つ
い
て

　
　
　
教
え
て
く
だ
さ
い

　

粒
子
線
治
療
に
か
か
る
技
術
料
は

健
康
保
険
対
象
外
と
な
り
、
個
人
負

担
で
す
。
が
ん
の
種
類
や
照
射
回
数

５
◎粒子線治療が適応されるがんと治療方法
　①頭頸部のがん（耳鼻科領域、口腔外科領域）

　②頭蓋底のがん（髄膜腫、脊索腫、軟骨肉腫）

　③肺がん（腫瘍は 1 個のみ）

　④肝臓がん（腫瘍は 1 個のみ）

　⑤前立腺がん　　　⑥骨軟部腫瘍（悪性）

　⑦縦隔腫瘍（悪性）⑧腎臓がん

　⑨直腸がん術後局所再発がん

　⑩局所進行膵臓がん

　⑪転移性腫瘍（肺、肝臓、リンパ節に１個のみ）

◎粒子線治療費利子補給制度
①対象借入金：金融機関からの借入金のうち粒子

　線治療料相当額（限度額：2,883 千円）

② 利子補給率

　・年利率（6% 以内）の 100 ％

　　住民税非課税世帯に属する方

　・年利率（6% 以内）の 50 ％

　　世帯全員の課税総所得金額が 600 万円以下の

　　世帯に属する方

③利子補給期間　５年（60 月）

に
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
位
に
つ
き

２
８
８
万
３
千
円
で
す
。
入
院
費
な

ど
保
険
診
療
部
分
の
費
用
も
含
め
る

と
、
総
額
で
約
３
０
０
万
円
の
治
療

費
が
か
か
り
ま
す
。

①
民
間
生
命
保
険
特
約

　

最
近
で
は
、
民
間
の
生
命
保
険
に

「
先
進
医
療
特
約
」
な
ど
治
療
費
を

カ
バ
ー
で
き
る
保
険
も
増
え
て
い
る

た
め
、
利
用
方
法
を
知
っ
て
い
る
と

少
な
い
費
用
で
、
が
ん
粒
子
線
治
療

を
は
じ
め
と
す
る
「
先
進
医
療
」
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
利
子
補
給
事
業

　

鹿
児
島
県
で
は
、
平
成
23
年
４
月

よ
り
県
民
が
粒
子
線
治
療
を
受
け
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
が
ん

６

粒
子
線
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
治

療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
又
は
ご
家
族

等
が
、
治
療
費
を
金
融
機
関
か
ら
借

り
受
け
た
場
合
に
、
利
子
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。

特約でカバー 自己負担
（3 割）

保険給付
（7 割）

先進医療の技術料
（がん粒子線治療の技術料）

健康保険給付対象外 健康保険給付対象

技術料以外
（診察・入院など）

288 万 3 千円

Doctor
interviewe

平成 23 年４月
か ら ス タ ー ト
しています！
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特集　知っておきたい新しいがん治療～ふたたび～

依
然
、
死
因
の
第
一
位
は

悪
性
新
生
物
（
が
ん
）

　

平
成
22
年
に
、
全
国
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
は
、
約
１
１
９
万
人
。
そ
の
う
ち
、

死
因
の
第
一
位
が
「
悪
性
新
生
物
（
が

ん
）」
約
35
万
人
で
す
。
こ
れ
は
、
全

死
因
の
約
30
％
を
示
し
て
お
り
、
こ
の

現
象
は
、
垂
水
市
に
お
い
て
も
同
様
の

こ
と
が
言
え
ま
す
。
平
成
21
年
に
お
け

る
垂
水
市
の
死
亡
者
数
は
２
９
５
人
。

そ
れ
に
対
し
、
悪
性
新
生
物
に
よ
る
死

亡
者
数
は
73
人
で
あ
り
、
全
体
の
約

25
％
を
示
し
て
い
ま
す
。

まずは早期発見！
検診の受診を！！

◎平成 21 年度がん検診受診状況
　平成 22 年度に県内 43 自治体において実施されたがん検診の受
診状況です。なお、お手元に検診受診票が届いた方で、職場で検診
機会のある方や病院で検診を受ける方は保健福祉課健康増進係（☎
32-1111 内線 138・164）まで必ずご連絡ください。

検診名 対象者数 受診者数 検診率 県内受診率
順位

胃がん検診 7,589 546 7.19 41 位

大腸がん検診 7,841 934 11.91 38 位

肺がん検診 8,654 1,274 14.72 39 位

子宮がん検診 5,744 765 13.32 39 位

乳がん検診 4,809 813 16.91 41 位

検
診
受
診
率
が
低
い
垂
水
市

　

が
ん
に
限
ら
ず
病
気
は
、
早
期
発
見

出
来
れ
ば
治
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま

す
。
統
計
で
も
、
早
期
発
見
に
よ
り
個

人
が
負
担
す
る
医
療
費
が
低
く
な
る
結

果
も
出
て
い
ま
す
。
早
期
発
見
の
き
っ

か
け
の
一
つ
で
あ
る
検
診
。
そ
の
受
診

率
を
見
て
み
る
と
、
垂
水
市
の
場
合
、

県
内
43
市
町
村
の
中
で
も
最
下
位
に
近

く
、
胃
が
ん
検
診
は
41
位
、
大
腸
が
ん

検
診
は
38
位
、
肺
が
ん
検
診
は
39
位
、

子
宮
が
ん
検
診
は
39
位
、
乳
が
ん
検
診

は
41
位
（
左
表
参
照
）
に
あ
り
、
受

◎全国における死因順位別（10 位まで）
　※参考文献　平成 22 年人口動態統計第 6 表

◎全国における主要死因別死亡者数の推移
　※参考文献　平成 22 年人口動態統計

悪性新生物

心疾患

脳血管疾患

肺炎

老衰

不慮の事故

自殺

腎不全

肝疾患

慢性閉塞性
肺疾患

35
万
人

30
万
人

25
万
人

20
万
人

15
万
人

10
万
人

５
万
人０

1 位
353,499

189,360

123,461

118,888

45,342

40,732

29,554

23,725

16,293

16,216

死亡総数に
占める割合

29.5％

診
者
が
少
な
い
と
い
う
現
状
に
あ
り
ま

す
。「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
多
く
の

方
が
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
」
が

行
政
に
と
っ
て
も
課
題
の
一
つ
で
あ

り
、
解
決
策
と
し
て
検
診
の
日
曜
日
開

催
や
、
子
宮
・
乳
が
ん
検
診
に
お
け
る

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
（
検
診
料
金
が
無

料
）
の
配
布
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
ぜ
ひ
、
積

極
的
な
検
診
を
行
い
、
も
し
も
の
時
は

セ
カ
ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
等
に
よ
り
納

得
行
く
治
療
法
を
自
分
で
決
め
る
こ
と

が
、
自
身
や
家
族
の
た
め
に
き
っ
と
な

る
は
ず
で
す
。

280

240

200

160

120

80

40

0
昭和
53 年

平成
２年

平成
７年

平成
12 年

平成
17 年

平成
21 年

悪性新生物
▼

心疾患
▼

▲
脳血管疾患

脳炎
▼

老衰
▼

（
人
口
10
万
対
）
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下
の
表
の
と
お
り
、
本
校
で
は

毎
月
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
中
で
も
本
校
ら
し
い

ユ
ニ
ー
ク
な
行
事
は
、
９
月
に
行

わ
れ
る
一
年
生
の
自
然
体
験
学
習

（
沢
登
り
）
と
11
月
に
行
わ
れ
る
史

跡
巡
り
で
し
ょ
う
。（
自
然
体
験
学

習
に
つ
い
て
は
「
広
報
た
る
み
ず

12
月
号
５
ペ
ー
ジ
」
で
も
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
。）
史
跡
巡
り
は
、

本
年
度
で
28
回
目
を
数
え
る
伝
統

的
な
行
事
で
す
。
垂
水
の
歴
史
に

つ
い
て
講
話
を
聴
い
た
後
、
心
翁

寺
跡
の
島
津
家
墓
地
か
ら
猿
ヶ
城

渓
谷
、
そ
し
て
勝
軍
地
蔵
、
牧
の

薬
師
如
来
像
の
順
に
巡
っ
て
本
校

に
帰
っ
て
く
る
全
行
程
16
キ
ロ
の

コ
ー
ス
で
す
。
一
年
生
で
自
然
や

歴
史
・
文
化
と
触
れ
あ
い
、
二
年

生
で
社
会
・
経
済
・
人
と
の
つ
な

が
り
を
学
ぶ
。
そ
れ
が
垂
水
高
校

で
す
。
体
育
祭
や
文
化
祭
な
ど
の

諸
行
事
は
、
他
校
で
も
よ
く
み
ら

れ
ま
す
が
、
本
校
の
場
合
、
ど
の

行
事
に
も
校
訓
の
「
和
・
学
・
行
」

の
精
神
が
根
付
い
て
い
ま
す
。
生

徒
一
人
一
人
が
主
役
と
な
り
、
熱

気
と
調
和
に
満
ち
た
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ

で
、
こ
れ
ら
の
行
事
の
多
く
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
は
じ
め
保
護
者
の

皆
様
と
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
垂
水
高
校
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

先
月
、
ス
キ
ー
体
験
と
東
京
見

学
の
修
学
旅
行
を
終
え
、
平
成
23

年
度
も
残
り
二
か
月
と
な
り
ま
し

た
。
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
が
す

ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
垂
水

高
校
も
新
た
な
出
会
い
を
待
っ
て

い
ま
す
。

垂水高校は
どんな学校行事
があるの？

高校とは、若々しいエネルギーに満ちた青春ワールド全開の世界。
このコーナーは、垂水高校の先生や生徒をナビゲーターにお迎えして、
誌面を通じて高校生活を知る「旅」をしちゃおうというコーナーです。
名付けて垂高ショートトリップ。垂水高校へテイクオフ！！

※ショート・トリップ＝ short trip：小旅行

垂高
ショート
トリップ

Tarumizu high school                        short trip

6

宇田  恒久  先生
２年２組副担任・地歴公民科。
教員歴 19 年。垂水高校１年目。
モットーは「毎日が感動 !」と「為
せば成る」

今月のナビティチャー

垂
水
高
校
の
主
な
行
事

４
月　

始
業
式
・
入
学
式

　
　
　

一
日
遠
足
（
平
川
動
物
園
）

５
月　

生
徒
総
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

　
　
　

一
学
期
中
間
考
査

６
月　

一
学
期
末
考
査

７
月　

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

　
　
　

二
年
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
　
　

中
学
生
一
日
体
験
入
学

９
月　

体
育
祭

　
　
　

一
年
生
自
然
体
験
学
習

10
月　

二
学
期
中
間
考
査

　
　
　

文
化
祭
（
二
日
間
）

11
月　

芸
術
鑑
賞
会
・
市
内
清
掃

　
　
　

校
内
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
　
　

一
年
生
史
跡
巡
り

12
月　

二
学
期
末
考
査

　
　
　

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

　
　
　

全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア

１
月　

二
年
生
修
学
旅
行
（
三
泊
四
日
）

　
　
　

卒
業
考
査

２
月　

学
年
末
考
査

３
月　

卒
業
式
・
修
了
式

学校
行事
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ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
弓
道
の
２
０
１
１
年
度
鹿
児

島
県
高
校
選
手
権
（
12
月
18
日
）
に

お
い
て
、
垂
水
高
校
弓
道
部
が
団
体

戦
初
優
勝
を
果
た
し
、
個
人
戦
に
お

い
て
も
部
長
の
永
瀬
孝
行
さ
ん
が
第

２
位
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。
広

報
た
る
み
ず
12
月
号
の
本
コ
ー
ナ
ー

で
、
県
大
会
優
勝
を
目
標
と
語
っ
た

永
瀬
部
長
。こ
れ
ぞ
有
言
実
行
。チ
ー

ム
の
結
束
と
日
々
の
鍛
錬
が
導
い
た

結
果
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
12
月
19
日
（
月
）
に
は

市
長
室
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
23
日
に
は
、
全
国
選
抜
大
会
に

出
場
す
る
弓
道
部
。
皆
様
か
ら
の
温

か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

伝統度 No.1
史跡巡り

垂高 NEWS 

1

おしゃれ度 No.1 文化祭

これぞ有言実行！弓道部が県大会で団体初優勝！

2躍動感 No.1 体育祭3

1 年 1 組普通科
川畑  結花さん

全行程 16km。垂水市の

歴史を知り、自分を知

る旅！もちろん、全行

程歩きだから体力強化

にも役だっています！

生活デザイン科の本領発揮と言える内容が盛りだくさん！
写真右は、書道部によるパフォーマンス。

一人一人のがんばりが得点に直結するから、本気なんです！

市長室において。上段左から：肥後教育長・河添弓道部
外部指導者・宇田弓道部顧問・尾脇市長・濵田校長／下
段（弓道部員）左から：港・永田・永瀬・小濵さん

1 年 1 組普通科
上原  ゆみこさん
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◎撮影／総務課秘書広報係　◎撮影日／平成 24 年 1 月 12 日　◎撮影場所／海潟漁港（垂水市漁業協同組合）
垂水市では、毎年桜島の大正爆発の日である 1 月 12 日の前後に、桜島の爆発・地震等による災害が発生した場合の行政関係機関の連携や、
市民の防災意識の高揚を図ることを目的に「桜島火山爆発総合防災訓練」を実施しています。今年は、旧協和中学校を拠点に、牛根麓地区、
小浜地区、海潟地区の３箇所で避難誘導訓練などを実施いたしました。写真は、通常の自動車でも行くことのできない場所に孤立住民がい
ることを想定し、海潟漁港において、陸上自衛隊の隊員が「軽装甲機動車」による救助活動を行っている模様（孤立住民救助・搬送）。

絶妙景観
防災意識　桜島火山爆発総合防災訓練
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◎参加機関等／垂水市、垂水市消防本部、消防団、警
察、陸上自衛隊、海上自衛隊、垂水市漁業協同組合、
協和小学校、FM たるみず、牛根麓・小浜・海潟地区
住民、アマチュア無線自主防災会　◎参加人数等／約
160 名、普通・緊急車両約 20 台、ヘリコプター２機
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column

△ △ △

△ △ △コラム・アレコレ

教
育
長
室
か
ら

こ
ん
に
ち
は
。

シ
リ
ー
ズ

文
化
財

肥後 昌幸
垂水市教育長
平 成 19 年 ４ 月 よ り 本
市教育委員会の教育長
に就任。

問い合わせ先
垂水市教育委員会／社
会 教 育 課 文 化 係（ 垂
水 市 文 化 会 館 ） ☎ 32-
7551

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
、「
こ
と

ば
お
じ
さ
ん
」
こ
と
、
梅
津
正
樹
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
「
気
に
な
る
こ
と
ば
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活

の
中
で
、「
お
や
、変
だ
な
」
と
か
、「
こ

ん
な
遣
い
方
で
い
い
の
か
な
」
と
思

う
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て

く
れ
ま
す
。
私
も
テ
レ
ビ
を
見
て
い

て
、
お
か
し
い
、
い
や
間
違
っ
て
い

る
、
と
思
う
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。

園
芸
の
番
組
で
講
師
が
「
水
を
沢
山

あ・

・

・

げ
て
く
だ
さ
い
」
と
か
、
ペ
ッ
ト

の
番
組
で
猫
を
抱
き
な
が
ら
、「
背
中

を
優
し
く
撫
で
て
あ・

・

・

げ
て
く
だ
さ
い
」

と
か
、
料
理
番
組
で
は
、「
沸
騰
す
る

前
に
入
れ
て
あ・

・

・

げ
て
く
だ
さ
い
」、
釣

り
番
組
で
は
、「
お
も
り
が
底
に
着
い

た
ら
、
軽
く
誘
い
を
か
け
て
あ・

・

・

げ
て

く
だ
さ
い
」
等
と
言
う
。

　

ひ
で
り
仏
は
、
下
本
城
の
大
坪
さ

ん
宅
の
庭
先
に
あ
る
、
高
さ
約
47
セ

ン
チ
の
石
仏
で
す
。
江
戸
時
代
に
書

か
れ
た
「
三さ
ん
ご
く
め
い

国
名
勝し
ょ
う
ず
え

図
会
」
と
い
う

本
に
よ
る
と
、
上
原
幽
庵
と
い
う
僧

が
、
琉
球
か
ら
本
城
へ
帰
る
途
中
、

悪
風
に
あ
っ
て
外
国
へ
漂
流
し
た
と

き
彫
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
か
ら
13
年

後
、
本
城
へ
帰
っ
て
き
て
か
ら
も
信

仰
し
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ

の
石
仏
は
、
俗
に
ひ
で
り
仏
と
称
さ

れ
、
参さ

ん
け
い
に
ん

詣
人
が
絶
え
な
か
っ
た
と
も

あ
り
ま
す
。
近
頃
で
は
、
こ
の
石
仏

に
安
産
や
子
ど
も
の
成
長
を
願
い
参

詣
す
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
下
本
城
か
ら
上
野
台
地
へ

登
る
坂
道
の
中
腹
に
二
基
の
五
輪
塔

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
五
輪
塔
の
こ

と
を
「
ひ
で
り
仏
」
と
言
う
人
も
い

ま
す
。
こ
の
五
輪
塔
は
、
上
原
幽
庵

の
墓
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
誤
り
の
よ
う
で
す
。
五
輪
塔
と

ひ
で
り
仏
の
間
に
は
、
何
ら
か
の
関

係
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
は
っ

き
り
と
し
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
室
町
期
の
も
の
で
、
石
材
に

は
山
川
石
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

む
か
っ
て
左
側
の
空
風
輪
に
、
イ
ボ

の
よ
う
な
突
起
物
が
あ
る
の
が
特
徴

的
で
す
。
イ
ボ
の
神
様
と
し
て
参
詣

す
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

　

石
仏
は
柔
和
な
表
情
を
浮
か
べ
て

お
り
、
向
か
い
合
っ
て
い
る
と
癒
さ

れ
る
よ
う
な
心
持
に
な
り
ま
す
。

※
参
考
・
引
用
文
献

　

１
９
８
２
「
垂
水
市
史
料
集
（
四
）
石
塔
編
」

垂
水
市
教
育
委
員
会
／
１
９
８
４
「
垂
水
市
史

料
集
（
五
）」
垂
水
市
教
育
委
員
会
／
中
島
信
夫

１
９
９
９
「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
水
之
上
編
」

　

あ
る
女
性
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
が
、

レ
ー
ス
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
自

分
を
褒
め
て
あ・

・げ
た
い
」
と
言
っ
た

こ
と
が
関
心
を
呼
び
、
色
々
な
場
面

で
「
自
分
を
褒
め
て
あ・

・げ
た
い
」
と

言
う
言
葉
が
流
行
り
ま
し
た
。「
あ
げ

る
」
は
本
来
、
目
下
の
者
が
目
上
の

者
に
対
し
て
、
何
か
を
与
え
る
こ
と

を
意
味
す
る
謙
譲
語
で
、「
や
る
」
は
、

立
場
が
同
等
以
下
の
場
合
や
物
に
対

し
て
使
い
ま
す
。

　

最
近
の
子
ど
も
は
敬
語
の
使
い
方

を
知
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

一
般
的
に
敬
語
は
、
尊
敬
語
・
謙

譲
語
・
丁
寧
語
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、

例
に
挙
げ
た
こ
と
ば
遣
い
は
、
ど
れ

に
も
該
当
し
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す

が
如
何
で
し
ょ
う
。

気
に
な
る
「
こ
と
ば
遣
い
」

ひ
で
り
仏

ぼ
と
け

と
五ご

り
ん
と
う

輪
塔

←ひでり仏
↓五輪塔
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援
セ
ン
タ
ー
等
に
囲
い
込
む
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
歯

止
め
を
か
け
る
べ
く
、
国
も
各
種

の
子
育
て
関
連
施
策
を
進
め
る
中

で
、
家
庭
や
地
域
社
会
に
お
け
る

「
子
育
て
機
能
の
再
生
」
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
平
成
23
年
度
垂

水
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
広

報
た
る
み
ず
９
月
号
で
も
紹
介
し

ま
し
た
が
、
身
近
に
子
育
て
の
経

験
と
知
識
を
持
ち
、
新
し
い
子
育

て
の
仕
方
を
学
ん
だ
子
育
て
サ

ポ
ー
タ
ー
が
い
る
よ
う
な
社
会
の

再
構
築
を
目
指
し
、
人
材
養
成
講

座
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
事
業
を

　
「
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
に
く

い
社
会
」
と
言
わ
れ
る
原
因
の
ひ

と
つ
に
、
地
域
の
繋
が
り
が
希
薄

に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ひ
と
昔
前
は
、「
顔

を
見
れ
ば
挨
拶
す
る
」、「
手
の
空

い
た
人
が
、
忙
し
い
人
を
手
伝

う
」、「
ち
ょ
っ
と
し
た
声
掛
け
を

行
う
」
と
い
っ
た
こ
と
が
、
社
会

基
盤
と
な
っ
て
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
役
割
を
果
た
し
て
き
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
都
市
部
の

み
な
ら
ず
、
地
方
で
も
ど
ん
ど
ん

喪
失
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
地
域
の
安
心
・

安
全
の
低
下
を
招
き
、
子
ど
も
や

母
子
を
児
童
ク
ラ
ブ
や
子
育
て
支

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
50

人
ほ
ど
の
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の

方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
て
一
人
で
悩
み
を
抱
え
、
孤

独
感
を
感
じ
て
い
る
方
は
増
え
て

い
ま
す
。
身
近
に
い
る
人
か
ら
子

育
て
の
支
援
が
普
通
に
受
け
ら
れ

る
、
ま
ち
の
子
育
て
機
能
の
再
生

を
め
ざ
し
「
み
ん
な
が
子
育
て
サ

ポ
ー
タ
ー
」、
誰
も
が
そ
う
思
え

る
よ
う
な
ま
ち
に
で
き
た
ら
い
い

で
す
ね
。

垂
水
市
保
健
福
祉
課
児
童
障
害
者
係
／
係
長
　
田
之
上
　
康

み
ん
な
が
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
、

誰
も
が
そ
う
思
え
る
よ
う
な

ま
ち
で
あ
り
た
い
。

記日て子 育クスクス
子育てに役立つ情報をお届けします！
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2

絵付ヶ舎　薩摩志史　室田志保

「へこたれなければ、夢に賛同してくれる人が助けてくれる」
大野原で「薩摩ボタン」絵付け師として７年目を迎えた室田志保さん。

薩摩ボタンという歴史上の芸術品を、自らの手で復活させ、それを生業とした彼女。

その制作にかけるバイタリティーはどこからくるのか。

※写真のボタンは実寸大。
ボタンの基本規格は、５種類（直径
15mm・20mm・25mm・30mm・
50mm）1 個 8,400 円 か ら 展 開 中。
帯留めやカフスなどの商品もあり。

室田志保／むろたしほ
1975　鹿児島県生まれ
1995　薩摩焼窯元『橋本陶正山』絵付け部入社
2004　イタリアフィレンツェに短期留学
2005　九谷焼人間国宝工房にて技術指導を受ける
2005　薩摩焼窯元『橋本陶正山』絵付け部退社 (10 年勤務）
2005　大野原にアトリエ「薩摩志史」を構える
　　　 垂水市田神 3718　☎ 0994-32-7209
2007 　初個展（ギャラリービーンズ）
2009　日本ボタン大賞展　審査員特別賞　優秀賞受賞

日本ボタン大賞展
審査員特別賞
優秀賞受賞作品
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薩摩ボタンが
出来るまで

薩摩ボタンの歴史

江戸時代末期、倒幕運動な

どの軍資金を得るために海

外に輸出されていたという

薩摩焼技法が駆使されたボ

タン。当時の絵柄は生活風

景や花鳥風月など日本的な

ものが多く、欧米コレクター

の間で珍重されていました。

そしていつしか、その精緻

を極めた細工ゆえか、作り

手も途絶え、現存する作品

も少ないといいます。

スタッフ
薩摩ボタンは、明るくユーモア溢

れるスタッフ（愛猫含む）により

支えられています。

１第一秘書：ちえみさん

２第二秘書：みりさん

３弟子：ゆうみさん

４愛猫

　タマ子・クリスティーヌ・室田

広
報
紙
を
作
る
広
報
担
当
者
に

と
っ
て
、
も
の
作
り
を
生
業
と

す
る
プ
ロ
の
考
え
方
は
、
自
分

の
仕
事
を
見
返
す
貴
重
な
体
験

と
な
り
ま
す
。
垂
水
市
大
野
原

に
あ
る
ア
ト
リ
エ「
薩
摩
志
史
」

は
、
そ
ん
な
刺
激
を
与
え
て
く

れ
る
現
場
の
一
つ
。
薩
摩
ボ
タ

ン
か
ら
本
格
的
な
薩
摩
焼
ま
で

を
手
掛
け
、
昨
年
12
月
で
７
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。「
７
年
は

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
ね
。
何

に
も
し
て
な
い
感
じ
が
し
ま

す
。」
と
話
す
代
表
の
室
田
志

保
さ
ん
。
今
で
は
１
３
１
７
個

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。そ
も
そ
も
、

薩
摩
ボ
タ
ン
を
作
る
人
が
い
な

い
７
年
前
、
独
立
へ
の
不
安
は

無
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
は

じ
め
は
、『
そ
ん
な
も
の
売
れ

な
い
よ
。』
と
言
わ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
の
仕
事

は
、
儲
け
の
た
め
で
は
な
く
、

『
ボ
タ
ン
の
美
し
さ
を
広
め
た

い
、
知
っ
て
ほ
し
い
』
と
い
う

想
い
で
始
め
た
の
で
、
経
営
方

針
と
か
そ
ん
な
事
は
ま
っ
た
く

考
え
ず
に
走
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
夢
を
言
葉
に
し
、
へ
こ

た
れ
ず
に
進
ん
で
行
く
と
、
あ

り
が
た
い
事
に
、夢
に
賛
同
し
、

手
助
け
し
て
く
れ
る
人
が
現
れ

て
く
れ
る
ん
で
す
。
お
か
げ
さ

ま
で
、
独
立
か
ら
２
年
で
個
展

を
開
き
、
現
在
で
は
、
東
京
な

ど
の
遠
方
か
ら
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
る
お
客
様
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。」
今
年
１
月
に

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
海
外
向
け
番
組

で
、
薩
摩
ボ
タ
ン
が
世
界
主
要

都
市
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、「
こ

れ
か
ら
の
目
標
は
ワ
ー
ル
ド
・

ワ
イ
ド
な
展
開
で
す
。
い
つ
で

も
オ
フ
ァ
ー
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
、
石

川
遼
選
手
を
お
手
本
に
通
販
教

材
を
使
っ
て
英
語
を
勉
強
中
で

す
（
笑
）。」
と
話
す
志
保
さ
ん
。

信
念
を
曲
げ
ず
、
体
育
会
系
の

よ
う
な
ノ
リ
で
、
夢
に
向
か
っ

て
妥
協
し
な
い
姿
は
、
仕
事
を

す
る
大
人
と
し
て
理
想
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ボタン生地 下描き すじ書き 色入れ

焼成 修正 金彩色 完成

薩摩焼には、黒薩摩・白薩
摩とあり、ボタンは白薩摩
の白い生地を使用します。

デザインを決めて、極細水
性ペンで下描き（ペン跡は
窯内で蒸発します）

極細イタチ毛を使いマット
金（金または白金と、油を
混ぜた液）で輪郭取り。

陶磁器用の絵の具をすり鉢
で磨り込み、マット金の輪
郭内に色を入れる。

小 ぶ り の 電 気 窯 で 750 度
４時間強かけて焼成し、自
然冷却するまで待つ。

再び陶磁器用絵の具で色む
ら修正し、再度５の工程と
同じく焼成冷却する。

マット金で、細かい金彩色
や盛金を施し、620 度で３
時間強低温焼成。

金を磨き、完成。お客様の
元 へ 旅 立 っ て お い で ～！
いってらっしゃ～い。

1 作品
約２週間！

※ 25mm ボタンの場合
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催
物

第
17
回
お
お
の
探
検
隊

　

今
年
最
初
の
キ
ャ
ン
プ
「
第
17
回

お
お
の
探
検
隊
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
食
」。
美
味
し
い
お
菓
子

を
作
っ
た
り
、
お
弁
当
を
作
っ
て
ハ

イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
り
、
楽
し
い
キ
ャ

ン
プ
に
な
る
こ
と
、
間
違
い
な
し
！

■
開
催
（
１
泊
２
日
）

　

３
月
24
日
（
土
）
～
25
日
（
日
）

■
対
象　

小
学
校
１
年
生
～
６
年
生

■
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

２
千
円
（
食
事
、保
険
等
）

■
内
容　

テ
ン
ト
設
営
、
春
の
お
菓

　

子
作
り
、
高
峠
ハ
イ
キ
ン
グ
等

■
申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

■
申
込
期
間

　

２
月
24
日
（
金
）
～
３
月
16
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
社
会
教
育
課
☎

32
－

０
１
５
６
（
大
野
自
然
学
校
）・

☎
32

－

０
２
２
４
（
市
民
館
）

和
光
保
育
園

お
ゆ
う
ぎ
発
表
会

　

子
ど
も
達
の
か
わ
い
い
歌
や
お
ゆ

う
ぎ
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

■
開
催　

３
月
４
日
（
日
）

■
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
０
時
30
分

■
場
所　

垂
水
市
文
化
会
館

■
入
場
料　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
垂
水
市
文
化
会

館
☎
32

－

７
５
５
１

大
川
栄
策
・
佐
藤
勢
津
子

歌
謡
シ
ョ
ー

■
開
催　

３
月
14
日
（
水
）

■
場
所　

垂
水
市
文
化
会
館

■
開
場　

午
後
０
時
30
分

■
開
演　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
20
分

■
前
売
り　

４
千
円
（
全
席
指
定
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
エ
ム
ア
イ
企
画

☎
０
３

－

６
３
８
３

－

４
４
５
１

募
集

第
17
回
垂
水
市
市
民
写
真
展

第
24
回
垂
水
市
市
民
洋
画
展

　

ふ
る
さ
と
や
家
族
・
仕
事
の
写
真

展
、
和
田
英
作
画
伯
を
顕
彰
す
る
洋

画
展
で
す
。
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
和
田
英
作　

明
治
７
年
、
垂
水
市

上
馬
場
生
ま
れ
。
上
杉
熊
松
・
曽
山

幸
彦
・
原
田
直
次
郎
・
黒
田
清
輝
な

ど
当
時
一
流
の
画
家
の
指
導
を
受
け
、

東
京
美
術
学
校
卒
業
後
は
パ
リ
に
留

学
し
、
画
家
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン

に
つ
き
本
格
的
な
画
風
を
体
得
。
日

本
洋
画
界
へ
の
多
大
な
功
績
が
認
め

ら
れ
文
化
勲
章
受
章
。
主
な
作
品
：「
海

辺
の
早
春
」「
渡
頭
の
夕
暮
」「
思
郷
」

「
壁
画
落
慶
図
」「
山
本
内
閣
親
任
式
」

「
富
士
」「
ば
ら
」
な
ど
。

■
応
募
資
格

　

垂
水
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
高
校
生
以
上
の
一
般
及
び

市
外
居
住
者
で
垂
水
市
出
身
の
高
校

生
以
上
の
一
般

■
作
品
搬
入
（
受
付
）

・
日
付　

２
月
９
日
（
木
）・
10
日
（
金
）

・
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

・
場
所　

垂
水
市
文
化
会
館

■
展
示

・ 

期
間　

２
月
11
日
（
土
）
～
17
日
（
金
）

・
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　

※
17
日
は
午
後
３
時
ま
で

・
場
所　

垂
水
市
文
化
会
館

■
写
真
展
概
要

①
テ
ー
マ　

ふ
る
さ
と
・
家
族
・
仕
事

※
今
年
度
か
ら
新
テ
ー
マ
を
採
用

②
規
格　

白
黒
・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

と
も
四
つ
切
か
ワ
イ
ド
四
つ
切

③
出
品
数　

１
人
２
点
以
内

④
出
品
料　

無
料

⑤
各
賞　
　

金
・
銀
・
銅
・
佳
作

■
洋
画
展
概
要

①
テ
ー
マ　

自
由

②
規
格　

洋
画
の
み
（
号
数
不
問
）

③
出
品
数　

１
人
２
点
以
内

④
出
品
料　

無
料

⑤
各
賞　

和
田
英
作
賞
・
垂
水
市
長

賞
・
垂
水
市
教
育
長
賞
各
１
点

■
表
彰
式　

生
涯
学
習
の
つ
ど
い

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
垂
水
市
文
化
会

館
☎
32

－

７
５
５
１

垂
水
市
男
女
共
同
参
画
推

進
協
議
会
委
員
の
募
集

　

垂
水
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
を
推
進
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
市

民
の
方
々
の
ご
意
見
を
市
の
施
策
に

※文化会館では前売券の販売は
　いたしておりません。

242012.02 広報たるみず



生
か
す
た
め
、「
垂
水
市
男
女
共
同
参

画
推
進
協
議
会
」
の
委
員
20
名
の
う

ち
一
部
を
一
般
か
ら
公
募
し
ま
す
。

■
募
集
期
限　

３
月
２
日
（
金
）

■
募
集
人
数　

５
名
程
度

■
任
期　

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
25

年
度
ま
で
の
２
年
間

■
募
集
要
件

①
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
人

②
男
女
共
同
参
画
に
関
心
が
あ
り
、

年
に
２
回
程
度
の
協
議
会
に
出
席
で

き
る
人

③
市
の
他
の
附
属
機
関
の
委
員
に

な
っ
て
い
な
い
人

■
報
酬
・
旅
費　

会
議
出
席
１
回
あ

た
り
２
千
円
、
交
通
費
実
費
を
支
給
。

■
応
募
方
法　

は
が
き
、
封
書
、
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
任
意
の

様
式
に
次
の
６
項
目
を
明
記
し
、
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

①
住
所　

②
氏
名　

③
年
齢　

④
職

業　

⑤
電
話
番
号　

⑥
男
女
共
同
参

画
政
策
に
関
す
る
意
見
（
４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙
１
～
２
枚
程
度
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
： 

企
画
課 

地
域
政
策
係
☎
内
線
２
４
５

垂
水
市
特
別
支
援
教
育
支

援
員
の
募
集

　

垂
水
市
教
育
委
員
会
で
は
、
特
別

支
援
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

小
・
中
学
校
に
在
籍
し
、
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
生
徒
の
学
習
活
動
の

支
援
、
学
校
生
活
全
般
に
お
け
る
安

全
管
理
や
介
助
等
を
行
う
「
特
別
支

援
教
育
支
援
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
等

次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
人

①
教
員
免
許
状
を
持
っ
て
い
る
人

②
福
祉
関
係
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
経

験
の
あ
る
人

③
特
別
支
援
教
育
に
携
わ
っ
た
経
験

や
関
心
の
あ
る
人

■
募
集
期
間

　

２
月
６
日
（
月
）
～
２
月
27
日
（
月
）

■
選
考
方
法　

書
類
審
査
・
面
接

■
選
考
日　
　

３
月
４
日
（
日
）

■
選
考
会
場　

垂
水
市
市
民
館

■
雇
用
期
間　

平
成
24
年
４
月
６
日

（
金
）
～
平
成
25
年
３
月
22
日
（
金
）

■
勤
務
日
数　

２
０
０
日
以
内

※
月
～
金
（
５
日
間
・
８
月
は
除
く
）

※
学
校
行
事
等
で
勤
務
日
を
振
り
替

え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
時
間　

１
日
８
時
間

■
勤
務
場
所　

垂
水
市
立
小
・
中
学
校

■
給
与　

日
額
８
、６
０
０
円

※
上
記
金
額
に
は
、
所
得
税
・
社
会

保
険
料
等
を
含
み
ま
す
。

※
社
会
保
険
、厚
生
年
金
、雇
用
保
険
、

労
災
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

※
交
通
費
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
：
学
校
教

育
課
☎
32

－

７
２
１
３

垂
水
市
奨
学
資
金

奨
学
生
募
集

■
募
集
期
間
（
期
日
厳
守
）

　

３
月
１
日
（
木
）
～
３
月
30
日
（
金
）

■
応
募
資
格

①
垂
水
市
に
満
３
年
以
上
居
住
し
て

い
る
人
の
子
ど
も

②
高
等
学
校
（
私
立
で
貸
与
額
以
上

の
授
業
料
を
支
払
う
場
合
に
限
る
。）

及
び
大
学
（
短
大
・
専
門
学
校
を
含

む
。）
に
進
学
す
る
人
の
中
で
、
学
業

及
び
人
物
が
優
秀
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
修

学
困
難
な
人

■
貸
与
額　

高
等
学
校
（
高
等
専
門

学
校
含
む
。）：
月
額
１
万
円

大
学
・
短
期
大
学
・
高
校
卒
業
後
の

専
門
学
校
：
月
額
２
万
５
千
円

※
申
込
用
紙
が
必
要
な
方
は
、
学
校

教
育
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
：
学
校
教

育
課
☎
32

－

７
２
１
３

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

平
成
24
年
度
県
営
住
宅
の
空
き
家

待
ち
順
位
登
録
の
申
込
・
受
付
を
行

い
ま
す
。

■
対
象
団
地

①
垂
水
市
内
：
県
営
垂
水
団
地

　
　
　
　
　
　

県
営
下
宮
団
地

②
鹿
屋
市
内
：
県
営
西
原
・
寿
団
地

　
　
　
　
　
　

ほ
か
10
団
地

③
錦
江
町
内
：
県
営
タ
ウ
ン
コ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

ハ
ウ
ス
城
元
団
地

■
申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

　

２
月
１
日
（
水
）
～
27
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

■
抽
選
日
時

　

３
月
７
日
（
水
）
午
後
２
時

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
：
県
営
住

宅
指
定
管
理
者
（
株
）
南
日
ホ
ー
ム

鹿
屋
支
店
☎
40

－

９
６
２
０

国
税
専
門
官

採
用
試
験
受
験
者
募
集

■
受
験
資
格

①
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
方

及
び
平
成
25
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
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卒
業
す
る
見
込
み
の
方

■
試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

■
申
込
書
の
受
付
期
間

　

４
月
２
日
（
月
）
～
12
日
（
木
）

■
第
一
次
試
験　

６
月
10
日
（
日
）

■
申
込
用
紙　

人
事
院
九
州
事
務
局
、

熊
本
国
税
局
又
は
最
寄
り
の
税
務
署

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

全
国
の
各
国
税
局
・
国

税
事
務
所
（
希
望
す
る
第
一
次
試
験

地
に
よ
り
申
込
先
が
異
な
り
ま
す
。）

◎
問
い
合
わ
せ
先
： 

鹿
屋
税
務
署
☎

42
―
３
１
２
７　

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
ツ
ア
ー
に

助
成
し
ま
す

　

大
隅
総
合
開
発
期
成
会
で
は
、「
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
」
志
布
志
・
大
阪
航
路

の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
さ
ん
ふ

ら
わ
あ
を
往
復
利
用
す
る
ツ
ア
ー
に

対
し
旅
行
代
金
の
半
額
を
助
成
し
ま

す
。
夕
方
に
志
布
志
港
を
出
港
し
、

目
覚
め
れ
ば
大
阪
に
到
着
す
る
「
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
」
で
は
、
ゆ
っ
く
り
く

つ
ろ
ぎ
の
旅
が
満
喫
で
き
ま
す
。

■
助
成
対
象
ツ
ア
ー

　

早
い
者
勝
ち
！
が
ん
ば
れ
さ
ん
ふ

ら
わ
あ
応
援
プ
ラ
ン
（
さ
ん
ふ
ら
わ

あ
で
行
く
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ

オ
・
ジ
ャ
パ
ン
）

■
旅
行
日
程　

２
泊
３
日
（
船
内
泊
）

　

３
月
23
日
（
金
）
～
25
日
（
日
）

■
旅
行
代
金　

大
人
９
９
０
０
円

　
　
　
　
　
　

子
ど
も
８
４
０
０
円

※
食
事
は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
ど
ち
ら
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ

ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
ス
タ
ジ
オ
・
パ

ス
（
入
園
料
と
す
べ
て
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
体
験
で
き
る
パ
ス
）
付
き
。

■
定
員　

１
２
０
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
： 

桜
観
光
☎
43
―

１
１
１
１

お
知
ら
せ

付
加
保
険
料
の
申
出
は

大
変
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

期
間
と
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を

免
除
さ
れ
た
期
間
が
25
年
（
３
０
０

月
）
以
上
あ
る
方
は
、
65
歳
か
ら
老

齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
額
を
少
し
で
も
多
く
受
給
さ

れ
た
い
方
は
、
国
民
年
金
保
険
料
と

あ
わ
せ
付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０

円
）
を
納
付
さ
れ
る
と
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
支
給
さ

②
効
果
発
生　

平
成
23
年
12
月
25
日

□
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

①
時
間
額　

６
７
６
円

②
効
果
発
生　

平
成
23
年
12
月
28
日

□
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

①
時
間
額　

７
１
６
円

②
効
果
発
生　

平
成
23
年
12
月
18
日

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
屋
労
働
基
準

監
督
署
☎
43

－

３
３
８
５

第
32
回
ラ
ン
ニ
ン
グ
桜
島

大
会
の
交
通
規
制

　

桜
島
で
開
催
さ
れ
る
「
第
32
回
ラ

ン
ニ
ン
グ
桜
島
大
会
」
に
お
い
て
、

ラ
ン
ナ
ー
の
安
全
確
保
の
た
め
、
一

部
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
開
催　

２
月
26
日
（
日
）

■
交
通
規
制

①
桜
島
袴
腰
交
差
点
付
近
か
ら
桜
島

二
俣
港
退
避
舎
付
近
：
午
前
10
時
～

午
前
11
時

②
桜
島
赤
水
三
又
路
か
ら
Ａ
コ
ー
プ

桜
島
店
下
付
近
：
午
前
９
時
45
分
～

午
前
11
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
同
事
務
局
☎

０
９
９

－

２
９
３

－

２
９
６
７

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
付
加
保
険
料
の
年
金
額
＝
２
０
０

円
×
付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数

■
留
意
事
項

◎
付
加
保
険
料
は
申
出
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、

付
加
保
険
料
を
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

◎
納
付
期
限
（
対
象
月
の
翌
月
末
）

を
経
過
し
て
の
付
加
保
険
料
は
納
付

で
き
ま
せ
ん
。

◎
申
込
先
：
市
民
課
国
民
年
金
係
☎

内
線
１
４
４
・
１
６
３

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
屋
年
金
事
務

所
☎
42

－

５
１
２
１

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
改
正

■
地
域
別
最
低
賃
金

①
時
間
額　

６
４
７
円

②
効
果
発
生　

平
成
23
年
10
月
29
日

③
適
用
範
囲　

鹿
児
島
県
下
の
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
左
記
の
各
産
業
に
該
当
す
る

場
合
は
各
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
。

■
特
定
最
低
賃
金
（
産
業
別
）

□
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業

①
時
間
額　

６
９
６
円
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相
談

県
労
働
委
員
の
「
労
働
に

関
す
る
無
料
相
談
会
」

　

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？
県
労
働
委
員
〈
公
益
委
員

（
弁
護
士
等
）、
労
働
者
委
員
（
労
働

組
合
役
員
等
）、
使
用
者
委
員
（
会
社

経
営
者
等
）〉
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

労
働
者
、
事
業
主
の
ど
ち
ら
か
ら
で

も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
開
催　

毎
月
第
４
火
曜
日

■
時
間　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
５
時

　

※
受
付　

午
後
４
時
30
分
ま
で

■
場
所　

県
庁
労
働
委
員
会
（
15
階
）

■
申
込
方
法　

特
段
の
申
込
は
不
要

■
相
談
事
例　

解
雇
、
雇
い
止
め
、

配
置
転
換
、
賃
下
げ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
県
労
働
委
員
会

事
務
局
（
県
庁
15
階
）
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３
９
４
３

全
国
一
斉

法
務
局
休
日
相
談
所

■
開
催　

２
月
12
日
（
日
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

鹿
屋
市
中
央
公
民
館

■
相
談
員　

法
務
局
職
員
、
公
証
人

■
相
談
内
容

①
登
記
・
不
動
産
登
記
関
係
全
般
（
土

地
建
物
の
売
買
・
相
続
、
境
界
問
題
、

抵
当
権
の
抹
消
、
住
所
の
変
更
、
古

い
建
物
の
滅
失
等
）

②
会
社
・
法
人
登
記
関
係
全
般
（
設
立
、

役
員
変
更
、
住
所
移
転
等
）

③
戸
籍
（
出
生
、
婚
姻
、
養
子
縁
組
、

帰
化
等
の
問
題
）

④
供
託
（
土
地
建
物
の
地
代
家
賃
で

も
め
て
い
る
、
給
料
に
差
押
が
届
い

た
、
古
い
抵
当
権
を
抹
消
し
た
い
等
）

⑤
人
権
（
相
続
問
題
、
借
金
問
題
、

家
族
間
の
問
題
、差
別
、家
庭
内
暴
力
、

い
じ
め
、
遺
言
、
後
見
人
等
）

■
そ
の
他　

相
談
無
料
。
秘
密
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
地
方

法
務
局
鹿
屋
支
局
総
務
課
☎
43

－
６
７
９
０

福
祉

垂
水
中
央
病
院
か
ら

健
康
教
室
の
ご
案
内

■
テ
ー
マ
と
講
師

①
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て

　

講
師　

整
形
外
科　

朝
永
先
生

②
転
倒
予
防
体
操

　

講
師　

理
学
療
法
士　

富
岡
先
生

■
開
催　

２
月
28
日
（
火
）

■
時
間　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所　

垂
水
中
央
病
院
１
階
会
議
室

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
垂
水
中
央
病
院

☎
32

－

５
２
１
１

家
族
介
護
支
援
講
座

　

家
庭
で
介
護
し
て
い
る
方
や
こ
れ

か
ら
介
護
す
る
方
、
介
護
に
関
心
が

あ
る
方
を
対
象
に
、
家
族
介
護
講
座

を
開
催
し
ま
す
。「
介
護
の
仕
方
が
わ

か
ら
な
い
」「
上
手
く
で
き
る
か
心
配

だ
」「
誰
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
？
」

な
ど
、
お
悩
み
の
方
は
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
・
内
容

①
１
回
目
：
２
月
23
日
（
木
）

内
容
：
か
ら
だ
に
負
担
の
か
か
ら
な

い
介
護
の
仕
方
（
腰
痛
・
膝
痛
を
お

こ
さ
せ
な
い
介
護
、
介
護
す
る
側
・

さ
れ
る
側
の
健
康
づ
く
り
）

②
２
回
目
：
３
月
１
日
（
木
）

内
容
：
一
生
お
い
し
く
お
口
か
ら
食

事
を
摂
る
方
法
～
健
康
は
お
口
か
ら

～
（
介
護
食
の
作
り
方
・
食
べ
さ
せ
方
、

口
腔
ケ
ア
の
実
際
）

③
３
回
目
：
３
月
７
日
（
水
）

内
容
：
オ
ム
ツ
交
換
時
の
ス
キ
ン
ケ

ア
（
正
し
い
薬
の
飲
み
方
～
薬
の
い

ろ
い
ろ
～
）

■
時
間　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

垂
水
市
市
民
館
２
階

■
申
込
期
限

　

２
月
１
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
福
祉
課
介

護
予
防
係
☎
内
線
１
２
０
・
垂
水
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
32

－

５
１
１
１

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー

県
民
健
康
講
座

■
開
催　

２
月
25
日
（
土
）

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
所　

県
民
健
康
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　

健
康
科
学
館

■
テ
ー
マ
と
講
師

①
脳
卒
中
予
防
と
最
新
治
療
法

　

講
師　

鹿
屋
市
医
療
セ
ン
タ
ー

　

脳
神
経
科
外
科
部
長　

大
吉
達
樹

②
今
か
ら
で
き
る
脳
卒
中
予
防
の
た

　

め
の
食
生
活

　

講
師　

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー

　

栄
養
管
理
室
技
術
専
門
員

　

永
登
康
博

③
い
つ
も
の
生
活
に
ひ
と
工
夫
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保育所
地域活動事業
のご案内

　西宝寺保育園　　☎ 36-3241

3/3 土 10:00 ～ 11:30 ひなまつり

　さざなみ保育園　☎ 35-2661

3/5 月 10:00 ～ 11:00 英語教室

3/13 火 10:00 ～ 11:00 リトミック

3/15 木 10:00 ～ 11:00 ゲートボール

3/17 土 10:00 ～ 11:30 園内開放

　慈恩保育園　　　☎ 32-0007

3/3 土 10:00 ～ 11:00 ひなまつり会

3/17 土 9:00 ～ 11:00 お別れ遠足

市内各保育所では、通常入所していない児童・保護者の皆様が参加で

きる行事を実施しています。参加・詳細は各保育所へご連絡ください。

◎問い合わせ先：保健福祉課児童障害者係☎内線 124・127

　新城保育園　　　☎ 35-3651

3/2 金 10:00 ～ 11:00 ひなまつりと誕生会

3/15 木 10:30 ～ 11:00 ことばあそび（えいご）

3/17 土 10:00 ～ 11:00 園内開放・散歩にいこう

3/19 月 10:00 ～ 11:00 彼岸参り

　水之上保育園　　☎ 32-5976

3/1 木 9:30 ～ 10:00 英語あそび（４・５才児）

3/2 金 10:00 ～ 11:00 ひなまつり

3/7 水 9:30 ～ 11:00 体操教室（３・４・５才児）

3/15 木 9:30 ～ 10:00 英語あそび（４・５才児）

　和光保育園　　　☎ 32-0554

2/21 火 10:00 ～ 11:00 英語で遊ぼう

3/4 日 9:30 ～ 12:00 おゆうぎ会

　

今
か
ら
で
き
る
脳
卒
中
予
防
の
た

　

め
の
運
動

　

講
師　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
健
康

　
　
　
　

運
動
指
導
士　

上
野
由
花

■
お
知
ら
せ　

講
演
終
了
後
に
、
血

圧
測
定
、
身
体
検
査
や
医
療
セ
ン
タ
ー

の
医
師
・
薬
剤
師
・
栄
養
士
が
健
康

相
談
等
を
お
受
け
す
る
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
屋
医
療
セ

ン
タ
ー
地
域
医
療
連
携
室
☎
42

－

５
１
０
１
・
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
事

業
課
☎
52

－

０
０
５
２

乳
幼
児
健
診

３
ヶ
月
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

■
開
催　

２
月
20
日
（
月
）

■
受
付　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
１
時
45
分

■
場
所　

垂
水
市
市
民
館
２
階

■
対
象
者　

平
成
23
年
10
月
生
ま
れ

■
当
日
持
参
す
る
も
の

①
通
知
書　

②
母
子
健
康
手
帳

③
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
診
票
（
記
入
・
押
印
）

６
～
７
ヶ
月
児
健
診

■
開
催　

２
月
20
日
（
月
）

■
受
付　

午
後
１
時
～

　
　
　
　

午
後
１
時
15
分

■
場
所　

垂
水
市
市
民
館
２
階

■
対
象
者　

平
成
23
年
７
月
生
ま
れ

■
当
日
持
参
す
る
も
の

①
通
知
書　

②
母
子
健
康
手
帳

３
歳
児
健
診

■
開
催　

２
月
13
日
（
月
）

■
受
付　

午
後
０
時
45
分
～

　
　
　
　

午
後
１
時
15
分

■
場
所　

垂
水
市
市
民
館
２
階

■
対
象
者　

平
成
20
年
７
月
生
ま
れ

　
　
　
　
　

平
成
20
年
８
月
生
ま
れ

■
当
日
持
参
す
る
も
の

①
通
知
書　

②
母
子
健
康
手
帳

③
聴
覚
自
己
検
査

④
目
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

⑤
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

※
健
診
に
つ
い
て

　

健
診
は
、
母
子
保
健
法
で
定
め
ら

れ
た
健
診
で
あ
り
、
乳
幼
児
の
病
気

の
予
防
と
早
期
発
見
、 

お
よ
び
健
康
の

保
持
・
増
進
を
目
的
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
ご

連
絡
下
さ
い
。
別
日
程
を
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
福
祉
課
健

康
増
進
係
☎
内
線
１
３
８
・
１
６
４
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　　  秋の叙勲等のご紹介
　毎年、春と秋に発表される叙勲や褒賞。平成 23 年秋の叙
勲等で受章された方の中で、現在までに取材をさせていた
だいた方をご紹介いたします。皆様、受章おめでとうござ
います。（敬称略）
◎平成 23 年秋の叙勲
　旭日双光章（地方自治功労／元垂水市長）　水迫順一

◎平成 23 年秋の褒賞
　紺綬褒章（寄附功績）　株式会社　財宝
　▼株式会社財宝は、垂水市に対するロードスイーパーや
　　バックフォー寄贈の功績から、「公益のため私財を寄附
　　した」として紺綬褒章が贈られました。

　藍綬褒賞（調停委員功績／現調停委員）　小野田節子
　▼小野田さんは、約 20 年にわたり、調停委員（裁判官ま
　　たは調停官と共に調停委員会のメンバーとして、当事
　　者双方の話合いの中で合意をあっせんして紛争の解決
　　に当たる人）として活躍され、「公衆の利益を興し成績
　　著明である者又は公同の事務に尽力した」として藍綬
　　褒章が贈られました。

１

　　  牛根境地区で
　　  辰年生まれの合同厄払い
　1 月２日（月）牛根境の老神々社において「辰年生まれ
厄払い」が合同で行われました。参加したのは、36 歳か
ら 96 歳までの牛根境に住む辰年の方々。開催を呼びかけ
た岩田幸治さんは、「今年一年がいい年であるようにと、
皆さんと一緒に厄払いを行いました。これからも地域の皆
さんと一緒に、地域を盛り上げていきたいと思っていま
す。今年一年がみんなにとって飛躍する年であれば良いと
思っております。」と話していました。

３ 　　  市来亮平さん
　　  野球で日本代表として活躍
　鹿児島商業高校野球部を経て、東亜大学準硬式野球部の
キャッチャーとして活躍している垂水市出身の市来亮平
さんが、１月４日（水）に市長室を訪れ、日本代表報告を
行いました。亮平さんは、昨年 8 月の全日本大学準硬式
野球選手権大会での活躍が認められ、12 月に中国で行わ
れた親善大会の日本代表の一員に選ばれました。「初め聞
いた時は驚きました。貴重な経験をすることができ、大
変光栄に思っています。社会人になっても野球で培った精
神を活かしていきたいと思います。」とコメントしました。
今後の御活躍を期待しております。

２

↑水迫順一  元垂水市長 ↑右：（株）財宝  水迫邦男  代表取締役
会長兼社長／左：尾脇市長
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あ
り
が
と
う
　
ち
み
さ
ん

　

わ
た
し
は
、
六
さ
い
。
六
ね
ん
か
ん
あ
り
が
と
う
。

　

ち
み
さ
ん
の
り
ょ
う
り
。
に
く
じ
ゃ
が
、
す
ぶ
た
、
は
っ

ぽ
う
さ
い
、
て
ん
ぷ
ら
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、

ス
パ
ゲ
テ
ィ
サ
ラ
ダ
。
な
ん
で
も
じ
ょ
う
ず
に
、
お
い
し
く

つ
く
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　

ほ
い
く
え
ん
の
と
き
、
わ
た
し
が
、
お
な
か
を
す
か
し
て

か
え
っ
て
き
て
も
ち
み
さ
ん
が
、
ご
は
ん
も
お
か
ず
も
じ
ゅ

ん
び
を
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ
い
く
え
ん
の
む
か
え
も
、

ち
み
さ
ん
が
い
つ
も
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
が
、「
は
や
く
む
か
え
に
き
て
。」っ
て
い
っ
た
か
ら
、

四
じ
三
十
ぷ
ん
ま
で
に
か
な
ら
ず
き
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

あ
め
が
ふ
っ
て
い
る
と
き
は
、
ち
み
さ
ん
が
か
さ
を
さ
し

な
が
ら
、
わ
た
し
を
お
ん
ぶ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
せ
な
か
が

き
も
ち
よ
く
て
、
い
え
に
つ
い
て
か
ら
も
お
り
な
い
で
、
そ

の
ま
ま
ね
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

わ
た
し
が
、
お
お
き
く
そ
だ
っ
た
の
は
、
ち
み
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。
ち
み
さ
ん
の
つ
く
っ
て
く
れ
た
に
し
め
が
だ
い

す
き
で
、
あ
か
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
か
ら
た
べ
て
い
た
そ
う
で
す
。

ち
い
さ
く
た
べ
や
す
い
よ
う
に
き
っ
て
た
く
さ
ん
た
べ
さ
せ

て
く
れ
て
い
た
よ
と
パ
パ
と
マ
マ
か
ら
き
き
ま
し
た
。
も
う
、

ち
み
さ
ん
の
つ
く
っ
た
お
い
し
い
ご
は
ん
が
た
べ
ら
れ
な
い

か
ら
、
さ
び
し
い
で
す
。

　

も
う
す
こ
し
、
な
が
い
き
し
て
い
て
く
れ
た
ら
、
わ
た
し

が
お
て
つ
だ
い
で
き
て
い
た
の
に
と
お
も
い
ま
す
。
い
つ
も

や
さ
し
か
っ
た
わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ち
み
さ
ん
。

　

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
。
い
ま
で
も
だ
い
す
き
。

　

こ
れ
か
ら
も
、ず
っ
と
ず
っ
と
だ
い
す
き
だ
よ
。ち
み
さ
ん
。

　「言葉では言えない家族への感謝の気持ちを作文に書い
てみよう」をテーマにした「いつもありがとう作文コン
クール」。５回目の今年は、全国から 32,342 作品の応募が
あり、垂水市からは、協和小学校１年生の川畑茉央さんが
佳作に入賞されました。亡くなられたおばあちゃんを想っ
て書いた作品は、「文章からおばあちゃんのことが本当に
好きだったことが伝わってきます。世代のつながりを感
じ、協和の良さを改めて実感いたしました。」と話す勝間
田校長先生。茉央さん、受賞おめでとうございます。

５

　垂水武道館は、垂水小学校講堂内で剣道の鍛錬を重ね
る少年剣士の皆さんです。その垂水武道館からうれしい
ニュースが届きました。それは１月９日（月）に行われた
第 33 回菱刈剣道大会において、小学生男子団体戦で、初
優勝を果たしたと言うものです。初戦から大接戦を繰り広
げ、準決勝では宮崎県チームに、決勝では熊本県チームに
競り勝ち優勝をもぎ取りました。また、小学生女子団体は
２連覇がかかった今大会、プレッシャーと戦いながら決勝
まで辿り着いたものの、僅差で負け、堂々の準優勝でした。
選手らは「２月に行われる西日本選抜少年剣道大会入賞に
向けて今後もがんばります」とコメント。今後の垂水武道
館の活躍に注目です。おめでとうございます。

　　  垂水武道館、「菱刈剣道大会」で小学生男子団体戦で初優勝！

　　  川畑茉央さん、「いつもありがとう作文コンクール」で佳作受賞！

４

（紙面の関係上、一部改行等は省略しております）茉央さんの作品紹介
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※
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
／
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
は
、
広
報
紙
で

の
お
便
り
の
ご
紹
介
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
な
ら
び
に
統
計
資
料
作
成
以
外
の
目

的
で
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
お
便
り
を
広
報
紙
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
際
、
ま
た
統
計
資
料
作
成
の
際
に
は
、
個
人
を
特
定
で
き
る
情
報
を
削
除
し

た
上
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

郵送の際は
お手数ですが
50 円切手を

お貼りください。

8 9 1 2 1 9 ２
鹿児島県
垂水市上町 114 番地
垂水市総務課秘書広報係内

市外局番

◎ご住所

◎ご氏名　　　　　　　　　　　　　  ◎ペンネーム　　　　　   ◎年齢　　　    ◎性別

◎電話

◎アンケート：好きな記事を３つ○でお選びください。

◎ご希望
プレゼント番号

※プレゼント番号は
　1・2・3 のいずれかの
　番号をお書きください（　　　）　 　－

男　・　女
　　　　　

　歳

都 道
府 県

市 区
郡

垂水市では、広報紙のご感想や市長へのメッセージなどをお待ちしております。
■お便り先　　〒 891-2192　鹿児島県垂水市上町 114　広報紙お便り係（垂水市総務課秘書広報係）
■お便り方法　下様式をご利用の上、郵送又は本庁舎１階目安箱へお入れください。なお様式は、官製ハガキ等でも受け付けており
　　　　　　　ますが、プレゼントをご希望される方は、下様式と同様の内容（氏名・年齢・住所・連絡先・アンケート回答・ご意見）
　　　　　　　をご記入ください。ご記入が無い場合は、プレゼント抽選の対象外となりますのでご注意ください。
※プレゼント当選者は抽選の上決定し、その発表は、発送・直接のお届けをもってかえさせていただきます。
※いただいたお便りは、個人を特定できる情報を削除し、要約して広報誌でご紹介させていただく場合があります。

お便り＆市長へのメッセージ＆プレゼント／

１特集　　２映画情報　　３NEWS　　4 おいしいおはなし　　５絶妙景観　　６大人たちの挑戦　　７教育長コラム
８スクスク子育て日記　９図書　10 お知らせ　11 まちの話題　　12 垂高ショートトリップ　　13 お便り・プレゼント

↓お手数ですが、切り取ってご利用ください。

TARUMIZU
POST
CARD

①たえラーメン［２名様］
「おいしいおはなし」のたえラーメ

ンさんの「ラーメン券（ラーメン・
焼メシセット）」を２名様に。

②おたけどんふるさと便［２名様］
新城の農産物直売所「おたけどんの郷」
から新たまねぎなど春の恵みがつまっ
たふるさと便を２名様に。

③白金乃露黒［１名様］
アルコール分 25 度の本格焼酎「白
金乃露黒（900ml、白金酒造株式
会社）」を１名様に。

※
箱
な
し※写真はイメージです

応募締切：平成 24 年 2 月 20 日（月）
　　　　　※当日消印有効

広報紙お便り係　行
（２月号）
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お便り＆市長へのメッセージ
１広報誌を読んだ感想、今後取り上げてほしい記事、市長に対するメッセージなど何でも好きなことを
　お書きください。

２お便りを誌面でご紹介させていただいてもよろしいですか？（　はい　・　いいえ　）
　※ペンネーム記載の方はペンネームで、ご本名のみ記載の方はイニシャルでご紹介させていただきます。
　※必ずご紹介させていただくわけではございません。

３市長に対するメッセージについて、封書での回答を希望されますか？（　はい　・　いいえ　）
　※ご希望される際は、表面のご氏名・ご住所等を必ずご記入ください。

↑
表
の
説
明
を
お
読
み
の
上
、
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

う
ぶ
声

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）　
（
振
興
会
）

山
下　

陽ひ

な

た
南
太　

将
巳　
　

上
馬
場

山
本　

梨り

お央　
　

秀
樹　
　

下
原
田

中
野　

龍り
ょ
う
た太　
　

竜
吾　
　

栄
町

吉
留　

蘭こ

こ

ね
々
音　

祐
介　
　

上
本
城

福
山　

珠し
ゅ
い生　
　

雅
史　
　

錦
江
町

緒
方　

華か
れ
ん恋　
　

耕
平　
　

水
之
上
定
住

河
添　

太た
す
け亮　
　

泰
葊　
　

中
元
垂
水
２

中
田　

美み

な那　
　

龍
志　
　

大
浜
下

黒
木　

杏あ
ん
な夏　
　

広
志　
　

上
原
田

松
元　

つ
ぐ
み　

幸
一
郎　

県
営
住
宅

お
く
や
み

（
氏　

名
）　　
（
年
齢
）　
（
振
興
会
）

渡
邊　

又
男　
　

79　
　

下
宮
町

岩
元　

惠
美
子　

79　
　

西
中

平
田　

一
子　
　

84　
　

浦
川
内
上

（
お
く
や
み
の
つ
づ
き
）

竹
園　

イ
ズ
子　

79　
　

本
高
城

小
園　

行
照　
　

81　
　

錦
江
町

岩
切　

キ
ク　

１
０
０　

敷
根
町

井
之
上　

悟　
　

81　
　

温
泉
場

髙
橋　

美
代　
　

92　
　

新
生

池
田　

正　
　
　

79　
　

上
後
馬
場

別
府　

ト
シ
エ　

93　
　

今
川
原

永
𠮷　

き
よ
子　

58　
　

下
市
木
１
区

篠
原　

安
男　
　

68　
　

上
東

迫
田　

藤
男　
　

82　
　

黒
瀬

尾
迫　

純
清　
　

88　
　

尾
迫

東　

達
郎　
　
　

87　
　

上
町

橋
口　

柳
子　
　

86　
　

早
馬

※
「
う
ぶ
声
」・「
お
く
や
み
」
は
、
掲
載
依
頼
を
行

　

わ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
掲
載
順
は
、
届
出
順
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
３
月
号
よ
り
「
お
く
や
み
」
に
は
「
喪
主
名
」
も

　
　

記
載
す
る
予
定
で
す
。（
掲
載
の
経
緯
は
、
広
報

１
月
号
33
ペ
ー
ジ
便
り
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
下
さ
い
。）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
記
録
係　

☎
内
線
１
４
２

平
成
23
年
12
月
届
け
分

プレゼント応募締切：平成 24 年 2 月 20 日（月）※当日消印有効
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◎広報紙タイトル
デザイン性を高め、敬遠しがちな若い世代にも読んで
いただくためにローマ字表記を採用しています。

◎広報紙発行と製作費の表示
広報紙は、市民の皆様の税金で作られています。心を
込めて作る中で、そのコストを意識し、また市民の皆様
にも大事に取り扱っていただくための「きっかけ」づくり
として、広報誌１冊あたりの製作費（コスト）を表示し
ております。

今月号の
製作費（コスト） 円

◎広報紙を定期購読しませんか？
市外在住の方を対象に、定期購読をお勧めしております。

（年間購読料 1,500 円）

◎広告を載せませんか？
有益な情報の提供と、財源確保や企業の発展に貢献す
るため、1 枠（縦 110mm ×横 85mm）18,400 円から
有料広告事業を展開しています。
■平成 23 年度垂水市有料広告代理店
　（有）垂水中央印刷　0994-32-0315

◎広報紙全般へのお問い合わせ先
垂水市役所（総務課秘書広報係）
〒 891-2192　鹿児島県垂水市上町 114 番地
TEL：0994-32-1111（代表）、FAX：0994-32-6625
http://www.city.tarumizu.lg.jp

43

月 日 曜日 病院名 連絡先

2

5 日 垂水温泉病院 32-6161

11 土 垂水中央病院 32-5211

12 日 ふくまる皮フ科 32-7771

19 日 垂水中央病院 32-5211

26 日 相良整形外科 31-3081

3

4 日 垂水中央病院 32-5211

11 日 たじつ牛根医院 36-3737

18 日 垂水中央病院 32-5211

20 日 牛根中央クリニック 34-2022

25 土 垂水中央病院 32-5211

市役所の業務時間／市民課　☎内線 143

①通常の業務時間　８:30 ～ 17:15
②窓口延長時間　　毎週木曜日は 19:00 まで

市民相談窓口のご案内
①市民相談サービス課　　　　☎ 0994-32-1295
②垂水市消費生活センター　　（　　同　上　　）
③消費者ホットライン　　　　☎ 0570-064-370
④くらしの降灰相談センター　☎ 0994-32-0581

推計人口（1 月 1 日現在）／企画課　☎内線 246

①総人口　16,873（-11）　②世帯数　7,368（5）
③男性　　   7,778（-6）　  ④女性　9,095（-5）

今月の桜島降灰収集／土木課　☎内線 350

①新城・柊原・協和地区　2/8    （水）・2/23（木）
②牛根・水之上地区　　　2/9    （木）・2/24（金）
③垂水地区　　　　　　　2/10（金）・2/25（土）

今月・来月の納税／税務課　☎内線 136
今月の納期限　2 月 29 日（水）

今月の市場休業日／農林課　☎内線 241

2/5（日）2/11（土）2/12（日）2/15（水）
2/19（日）2/22（水）2/26（日）2/29（水）

今月・来月漏水当番事業者／水道課　☎内線 129

２月　三和設備工業　☎３２－４４５６
３月　池田建設　　　☎３２－０７２７
  

今月・来月休日在宅医／保健福祉課　☎内線 138・164

診療時間：午前９時～午後６時

税　目 ２月 ３月
市 県 民 税 － －
固 定 資 産 税 － －
国 保 税 8 期 随時 1 期
後 期 高 齢 者
医 療 保 険 8 期 随時 1 期

Information
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お便りありがとうございます

▼
ゴ
ミ
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
へ
の

ご
意
見
①
ゴ
ミ
出
し
が
高
齢
者

に
も
分
か
り
や
す
い
カ
レ
ン

ダ
ー
に
し
て
下
さ
い
。（
お
掃

除
大
好
き
ば
あ
ち
ゃ
ん
・
市
内

60
代
女
性
）
②
ゴ
ミ
出
し
カ
レ

ン
ダ
ー
が
、
と
て
も
見
に
く
い

で
す
。
他
市
町
を
参
考
に
さ
れ
、

カ
レ
ン
ダ
ー
形
式
の
も
っ
と
見

や
す
い
も
の
に
し
て
ほ
し
い
で

す
。
鹿
児
島
市
の
カ
レ
ン
ダ
ー

は
一
目
で
わ
か
る
見
や
す
い
カ

レ
ン
ダ
ー
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
改

善
し
て
く
だ
さ
い
。（
さ
く
ら

ん
ぼ
・
市
内
30
代
女
性
）

　
　
　
　
　

▼

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ゴ
ミ
出
し
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、平
成
22
年
度
末
に
「
日

付
記
載
形
式
」
と
「
カ
レ
ン
ダ
ー

形
式
」
の
ど
ち
ら
を
採
用
す
る

か
、
各
種
団
体
・
各
地
区
の
代

表
等
で
構
成
す
る
「
生
活
環
境

協
会
」
で
協
議
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
結
果
、「
日
付
記
載
形
式

が
定
着
し
て
い
て
分
か
り
や
す

い
」
と
の
ご
意
見
が
多
数
出
さ

れ
た
た
め
、
現
在
の
「
日
付
記

載
形
式
」
を
採
用
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
24
年
度
に
つ
き
ま
し

て
は
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

参
考
に
し
、
見
や
す
い
ゴ
ミ
出

し
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
ご
み
分
別
な
ど
ご
み
減
量

化
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
広
報
誌
！
毎
月
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
垂

高
シ
ョ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
は
必
ず

拝
読
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
年

頃
の
娘
を
持
つ
せ
い
か
、
進
路

の
事
を
考
え
る
際
の
資
料
と
し

て
は
、
よ
く
出
来
て
い
る
物
で

す
ね
。
携
わ
っ
て
い
る
皆
様
に

感
謝
！
地
元
の
高
校
に
通
わ
せ

よ
う
と
思
わ
れ
る
方
が
こ
れ
か

ら
も
増
え
る
よ
う
に
垂
水
高
校

の
魅
力
を
存
分
に
伝
え
て
欲
し

い
と
考
え
ま
す
。（
k
a
m
e

さ
ん
・
市
内
30
代
女
性
）

　
　
　
　
　

▼

垂
高
シ
ョ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
、
お

役
に
立
て
て
光
栄
で
す
。
こ
の

企
画
は
、
本
市
が
進
め
る
「
垂

水
高
校
振
興
支
援
計
画｣

の
一

環
と
し
て
、「
こ
れ
ま
で
知
る

機
会
が
少
な
か
っ
た
垂
水
高
校

の
姿
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
毎

月
行
政
と
高
校
が
話
し
合
い
を

重
ね
、
教
諭
と
生
徒
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
熱
意
を
持
っ
て
進

め
て
い
る
取
組
で
す
。
今
回
の

お
便
り
の
よ
う
に
、
進
路
の
参

考
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
、
制
作
に
携
わ
る
者
に

と
っ
て
、
何
よ
り
も
う
れ
し
い

こ
と
で
す
。
更
に
制
作
意
欲
が

燃
え
て
き
ま
し
た
！
今
後
も
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

▼
広
報
た
る
み
ず
の
冊
子
を
今

ま
で
フ
ァ
イ
ル
保
存
し
て
い
た

の
で
す
が
、
今
ま
で
の
フ
ァ
イ

ル
用
の
穴
が
無
く
な
り
ま
し

た
。
フ
ァ
イ
ル
す
る
の
に
不
便

し
て
い
ま
す
。
再
度
穴
を
あ
け

る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
？

（
匿
名
希
望
・
市
内
30
代
男
性
）

　
　
　
　
　

▼

広
報
紙
を
保
存
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
と
じ
穴
」
の
ご
指
摘
、
ご
も
っ

と
も
な
ご
意
見
だ
と
思
い
ま

す
。
ご
面
倒
を
お
掛
け
し
大
変

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。「
と

じ
穴
」
を
設
け
る
こ
と
は
、
不

可
能
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

そ
の
分
の
コ
ス
ト
（
１
ヶ
月
約

３
万
円
、
年
間
約
36
万
円
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
平
成
23
年

度
に
行
っ
た
紙
面
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
は
、
よ
り
コ
ス
ト
を
削
減

し
、
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

紙
面
の
大
き
さ
や
紙
質
、
と
じ

穴
、
デ
ザ
イ
ン
に
至
る
ま
で
検

証
し
た
結
果
、「
と
じ
穴
」
に
つ

い
て
は
、
各
個
人
で
ご
対
応
い

た
だ
く
こ
と
で
、
そ
の
分
の
コ

ス
ト
を
削
減
又
は
、
そ
の
分
の

コ
ス
ト
を
紙
面
構
成
に
必
要
な

別
の
部
分
に
費
や
す
方
向
で
、
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このコーナーは、31・32 ページのお便り・アンケートを通じてお寄せいただいた読者の声をご紹介するコーナーです。

紙
面
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、

広
報
紙
作
成
の
限
ら
れ
た
予
算

を
有
効
に
活
用
出
来
る
の
で
は

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
今
後
も
「
と
じ
穴
」
は
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
個
人
で
ご

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
同

様
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、「
コ

ス
ト
を
か
け
て
も
い
い
か
ら
、

と
じ
穴
が
必
要
」
と
い
う
ご
意

見
が
多
け
れ
ば
、
再
度
紙
面
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
皆

様
か
ら
、
様
々
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、「
市
民
が
求
め
る
広

報
紙
」
を
一
緒
に
作
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
御

理
解
と
御
協
力
を
御
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

▼
広
報
紙
お
褒
め
の
言
葉
①
結

婚
し
て
40
年
大
阪
で
暮
し
、
母

と
暮
ら
す
た
め
垂
水
へ
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
故
郷
が
変
わ
り
分

か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
中
、
広

報
紙
が
見
や
す
く
役
立
っ
て
い

ま
す
。
毎
月
楽
し
み
で
す
。
絶

妙
景
観
が
大
好
き
で
す
。
市
の

カ
レ
ン
ダ
ー
に
で
も
な
っ
た
ら

い
い
な
ー
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｔ
さ
ん
・
市
内
60
代
女
性
）

②
絶
妙
景
観
を
何
か
の
形
で
ま

と
め
て
欲
し
い
で
す
。
変
化
す

る
桜
島
の
形
を
次
々
と
写
し
、

写
真
で
、
１
つ
の
歴
史
と
し
て

次
世
代
に
そ
の
姿
を
見
せ
て
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
昔
の
郷

土
料
理
が
途
絶
え
な
い
で
、
若

い
人
に
も
受
け
継
が
れ
る
よ
う

に
何
ら
か
の
形
で
教
え
て
欲

し
い
で
す
。（
匿
名
希
望
・
市

内
80
代
女
性
）
③
絶
妙
景
観
は

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
続
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

（
Ｍ
・
Ｏ
さ
ん
・
市
内
50
代
男
性
）

　
　
　
　
　

▼

広
報
紙
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

絶
妙
景
観
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
御
理
解
が

得
ら
れ
る
形
で
、
さ
ら
に
発
展

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
の
風

景
や
郷
土
料
理
な
ど
を
次
世
代

に
伝
え
る
た
め
に
何
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
」
大
切
な
こ

と
で
す
ね
。
今
後
の
紙
面
づ
く

り
に
お
い
て
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
２
歳
の
娘
が
い
る
28
歳
の
母

で
す
。
い
つ
も
支
援
セ
ン
タ
ー

す
く
す
く
で
、
子
供
と
遊
ん
で

い
ま
す
。
す
く
す
く
は
、
平
日

午
前
中
、
月
曜
日
の
み
午
前
・

午
後
と
あ
り
ま
す
が
、
外
は
灰

が
降
り
目
が
痛
い
の
で
遊
べ
な

い
の
で
、
平
日
毎
日
遊
べ
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。（
あ

き
り
ー
な
さ
ん
・
市
内
在
住
）

　
　
　
　
　

▼
確
か
に
、
降
灰
が
あ
る
と
小
さ

い
お
子
様
は
外
で
活
動
し
に
く

い
で
す
ね
。
ご
指
摘
の
「
子
育

て
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

「
支
援
セ
ン
タ
ー
」）」
で
す
が
、

本
来
こ
の
施
設
は
「
情
報
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
、
平
成
11
年
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

子
育
て
世
代
の
声
を
受
け
、
本

市
の
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
、
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
適

し
た
場
所
が
無
く
、
情
報
セ
ン

タ
ー
の
運
営
時
間
と
調
整
す
る

（
休
館
日
・
開
館
前
の
時
間
帯

を
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
用

す
る
）
こ
と
で
、支
援
セ
ン
タ
ー

の
場
所
を
確
保
で
き
た
経
緯
が

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
ご
要

望
の
月
曜
日
を
除
く
、
平
日
午

後
の
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
は
、

情
報
セ
ン
タ
ー
利
用
者
に
も
影

響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
容
易
な

こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、
ご
指
摘
の
件
は
、

支
援
セ
ン
タ
ー
が
抱
え
る
最
大

の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
、
ご
要
望
に

お
応
え
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
御
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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TAKE  FREE 市外在住の方を対象に、ご自宅に毎月お届けする定期購読を行っております。詳しくはお尋ねください。（年間購読料 1,500 円）

　生涯学習
のつどい
平成 23 年度

第20回

いま　私が　まちが　輝くとき　～広げよう学びの風～

　垂水市では、市民が、いつでも、どこでも、だれでも学習することができ、その成果を適切にま

ちづくりに生かすことのできる「生涯学習社会」の実現が求められている中、多様化・高度化するニー

ズに対応した学習機会の提供に取りくんでいます。そこで、様々な活動を多くの方に知っていただ

き、活動している方々の発表の場として「生涯学習のつどい」を開催いたします。

▼開催日／平成 24 年 2 月 19 日（日）　　▼会　場／垂水市文化会館

▼時　間／午前９時～正午

▼内　容／１開会行事　　　市民憲章の歌斉唱、開会のあいさつ、祝辞

　　　　　２表彰・授与式　地方教育行政功労者、社会教育功労者、市民洋画・写真展　等

　　　　　３学習発表　　　市民講座、公民館講座、読書感想文朗読　等

　　　　　４講演会　　　　講師　鹿児島工業高等学校硬式野球部監督　中迫　俊明　先生

中迫監督が語る「諦めない心」とは？

　鹿児島工業高等学校野球部は、2006 年夏に初めて甲子園出場を果たし、ベスト 4 進出。
2008 年には、初めて選抜高等学校野球大会に出場し、本県の県立高校としては、唯一
の春夏出場校である。そんな同校野球部を甲子園へと導いた監督「中迫俊明」先生を
講師に招き、「Never Give Up（ネバーギブアップ）」をテーマに、監督の「諦めない心」
と「熱い気持ち」をお聞きします。

■講師略歴（昭和 34 年 6 月生まれ）
昭和 53 年 3 月　　鹿児島玉龍高等学校卒業
昭和 57 年 3 月　　筑波大学卒業
昭和 58 年 4 月　　第一鹿屋中学校教諭
昭和 61 年 4 月　　長島町（旧東町）立鷹巣中学校教諭
平成   2 年 4 月　　錦江湾高等学校教諭
平成   5 年 4 月　　上甑村教育委員会社会教育課派遣社会教育主事
平成   8 年 4 月　　川内高等学校教諭
平成 15 年 4 月　　鹿児島工業高等学校教諭

全席自由
入場無料
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